
イ
ノレ
ノ¥

ン
の
冬
山
内
呂
地

-
夏
営
地

本

田

賓

信

遊
牧
民
は
季
節
移
動
を
行
う
。
逼
常
は
、
春
に
行
動
を
起
し
、
家
畜
に
草
を
食
ま
せ
つ
つ
渓
谷
を
湖
っ
て
山
腹
や
頂
上
部
に
至
り
、
こ
こ
で

夏
を
過
ご
す
。
秋
に
な
る
と
、
山
麓
に
降
り
、

河
川
の
下
流
域
な
ど
の
温
暖
な
地
で
越
多
す
る
。

こ
の
季
節
的
循
環
運
動
は
遊
牧
集
圏
毎
に
規

定
さ
れ
て
お
り
、
各
部
族
は
夫
々
自
己
の
夏
の
牧
草
地
と
多
の
住
地
と
を
持
ち
、

は
、
ベ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
あ
る
マ
ル
ヴ
H

ダ
シ

ュ
ト
の
卒
原
一
帯
で
、
秋
口
に
、

一
定
の
移
動
路
に
由

っ
て
往
返
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私

大
群
を
伴
っ
て
池
田
地
待
の
ホ
ゼ
ス
タ
ン
州
に
南
下
す
る
ガ
シ
ュ
ガ
イ
族
の
人
々
に
何
度
も
舎
っ
た
。

天
幕
・
家
財
道
具
の
一
切
を
賂
駐
や
臨
馬
の
背
に
載
せ
、

羊
の

一
度
は
俸
手
を
求
め
て
、
イ
ス
フ
ア
ハ

- 81一

ン
南
方
の
山
中
に
彼
等
の
一
波
で
あ
る
ダ
レ
シ
ュ
リ
l
族
の

夏
の
幕
営
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
遊
牧
民
の
季
節
移
動
が
年
々
一
定
し
て
い

て
、
大
規
模
に
整
然
と
行
わ
れ
る
こ
と
の
あ
ら
ま
し
を
見
聞
し
た
。

彼
等
遊
牧
民
の
夏
の
牧
地
を

3
1
2、
多
の
住
地
を
門
出
回
印
Y
E
G

と
言
う
。

3
1
2・門同岡田
Z
Z
の
語
幹

uBU可
也
門
出
叫
聞
は
既
に
突
蕨
碑
文
に
見

出
さ
れ
る
。
ト

ル
コ
語

3
uご
企
仰
の
動
詞
形
百
三
曲
J

A

豆曲目

に
名
詞
形
成
接
尾
酔

ム
を
付
し
た

の

が

も

1
2・
企∞

E
2
で
あ

っ
て
、

こ
れ
は
十
三
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
支
配
時
代
以
降
の
ベ
ル
シ
ア
文
史
書
に
頻
出
す
る
。
こ
こ
で
は

3
1
2
を
「
夏
替
地
」
、
合
研

E
2
を
「
多
替

地
」
と
誇
し
て
お
く
。

さ
て
、
十
三
・
四
世
紀
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
征
服
し
た
モ
ン
ゴ
ル
族
は
、
そ
の
本
土
に
於
い
て
は
勿
論
、
占
領
・
支
配
し
た
中
園
、
中
央
ア
ジ

ア
、
南
ロ

シ
ア
、
イ
ラ
ン
の
地
に
於
い
て
も
遊
牧
民
と
し
て
の
生
活
を
維
持
し
、

君
主
は
季
節
移
動
を
績
け
た
。
大
元
ウ
ル
ス
の
皇
帝
が
大
都

を
多
の
都
と
し
、
上
都
に
夏
の
宮
肢
を
設
け
た
こ
と
は
、

563 

マ
ル
コ
H

ポ
l
ロ
に
よ
っ
て
既
に
注
意
さ
れ
て
い
る
。

チ
ャ
ガ
タ
イ
u
ウ
ル
ス
の
ハ
ン
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は
イ
リ
河
渓
谷
に
於
い
て
、

ジ

ュ
チ
H

ウ
ル
ス
の
ハ
ン
は
ヴ
ォ
ル

カ
下
流
域
に
於
い
て
夫
々
冬
営
地

・
夏
営
地
の
聞
を
季
節
に
従

っ
て
往
、
逗
し

て
い
た
の
で
企
の
る
。

イ
ラ
ン
の
地
を
支
配
し
た
フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
の
ハ
ン
達
に
就
い
て
は
、
他
に
比
べ
て
記
録
が
備
わ
り
、
そ
の
季
節
移
動
に

闘
し
て
も
具
位
的
な
質
態
を
か
な
り
詳
し
く
把
握
で
き
そ
う
で
あ
る
。

夏
営
地
に
問
題
を
限
り
、
そ
の
制
度
と
し
て
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
イ
ル
ハ
ン
の
多
営
地

・
夏
営
地
は
何
鹿
に
在

っ
た
の
か
、
そ
の
立
地

イ
ル
ハ
ン
は
そ
こ
で
何
を
鯖
し
た
の
か
、
多
営
地

・
夏
営
地
の
制
度
は

モ
ン

ゴ
ル
人
の
イ
ラ

ン
統
治
上
ど

こ
の
小
論
で
は

フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
の
君
主
イ
ル
ハ
ン
達
の
多
営
地

保
件
は
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
の
か
、

の
よ
う
な
意
義
を
有
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
人
が
質
地
に
イ
ラ
ン
の
地
理
を
知
っ
た
の
は

チ
ン
ギ

ス
H

ハ
ン
の
西
征
の
際
で
あ
る
。

ジ
ェ
ベ
、

ス
ブ
タ
イ
の
雨
時
は
、
ホ
ラ

を
北
準
し
て
い
る
。

イ
ラ
ン
中
央
部
の
ハ
マ
ダ

ソ
に
達
し
、

ム
ハ
ン
マ
ド
の
子
ジ
ャ
ラ
l

ル
H

ウ
ッ
デ

ィ
l

ン
が
西
北
イ
ラ

ン
で
ホ
ラ
ズ
ム

シ
ャ
l

王
園
の
復
興
を
企
て
る
と
、

さ
ら
に

ア
ゼ

ル
バ

イ
ジ

ャ
ン
州
を
通
過
し
て

カ
フ
カ
ス

ズ
ム
シ
ャ
l
H
ム
ハ
ン
マ
ド
を
追
跡
し
て
、

オ
コ

82ー

タ
イ
H

カ
l
ン
は
チ
ョ
ル
マ
グ
ン

を
汲
蓮
し
て
彼
を
討
滅
さ
せ
た
。
チ

ョ
ル
マ
グ
ン
陛
下
の
遠
征
軍
は
ず
ク
チ

ャ
湖
付
近
に
駐
屯
し
て
、
所
謂

タ
ン
マ
チ
軍
と
な

っ
た
。
こ
の
遠
征
軍
に
射
す
る
補
給
が
契
機
と
な
っ

て
、
東
北
イ
ラ
ン

の
ホ
ラ
サ

ン
州
経
営
が
進
捗
し
、
所
調
ホ
ラ
サ
ン
組

ホ
ラ
サ
ン
州
は
カ
l
ン
の
直
轄
領
に
編
入
さ
れ
、

オ
ゴ

タ
イ
の
宮
廷
に
は
多
数
の
イ
ラ
ン
人
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

督
府
が
成
立
し
た
。

た
。
グ

ユ
ク
H

ハ
ン
も
イ
ラ
ン
か
ら
地
中
海

へ
の
道
を
求
め
て

エ
ル
チ
ギ
デ
イ
を
波
遣
し
た
。
次
の
モ
ン
ケ
川
カ

l
γ
の
手
許
に
は
イ
ラ
ン
に
就

い
て
の
正
確
な
情
報
が
牧
集
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ラ
グ
が
ア
ラ
ム

l
ト
の
天
険
に
擦
る
イ
ス
マ
イ
ル
涯
を
磁
波
し
得
た
の

も
、
彼
が
イ
ラ
ン
の
風
土

・
地
理
を
事
前
に
知
悉
し
て
い
た
と
と
に

一
因
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

フ
ラ
グ
は
バ
グ
ダ
ー
ド
を
攻
略
し
た
後
、
西
北
イ
ラ
ン
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州
に
入
り
、

さ
ら
に

シ
リ
ヤ
作
戦
を
寅
施
し
た
。
兄
モ
ン

ケ

の
計
報
に
接
す
る
と
、
ア
レ
ッ
ポ
か
ら
引
き
返
し
、
一

二
六

O
年
六
月

〉
r
r
Z
刊
に
蹄
還
し
た。

た
が
、
ク
ビ
ラ
イ
・

ア
リ
ク
ブ
カ
の
争
を
聞
い
て
イ
ラ

ン
の
地
に
留
ま
る
こ
と
に
し
た
。

一
旦
は
モ
ン

ゴ
ル
本
土
へ
の
東
蹄
を
考
慮
し

こ
こ
に
フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
が
事
賃
上
誕
生
し
た
。
な

お
フ
ラ
グ
と
そ
の
後
縫
者
達
は
イ
ル

ハ
ン

(
己

arEロ
J
早
宮
ロ
〉
の
稽
践
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る
。



フ
ラ
グ
は
「
ア
ム
H

ダ
リ
ヤ
の
岸
か
ら
ミ
ス
ル
の
境
に
至
る
イ
ラ
ン
の
地

Q
Bロ・
N
曲
目

Z
〉
」
の
征
服
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
イ
ラ
ソ

の
地
が

フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
の
領
域
と
な

っ
た
。

ハ
ム
ド
ラ
l
フ
u
ム
ス

タ
ウ

フ
ィ
!
の

「心
魂
の

歓
喜
」
(恒

g丘
・
〉
ロ
帥
r
Z
5
gロ
仕
切
ミ
ミ
N
p
b
m

ミ・

む
足
動
向
w
w

開門戸
・。・

F
白
皆
同
白
ロ
m
p
]巴]戸⑦

〔以
下

Z
O
ω
・
と
略
す〕

宅
-
H
8
1
5
c・)
の
地
理
篇
に
よ
れ
ば
、
オ
ル

ジ

ェ
イ
ト
H

ハ
γ
の
時
に
首
都

ω己ザ
削
巳
ヨ
同

を
中
心
に
整
備
さ
れ
た
六
王
道
の
移
黙
は
、
南
は

Z
と
え
、

東
は
切
と

rr
北
の
〉
日
ロ
ロ

R
B
畔
、

北
は
、

回
同
ゲ
巳
・
〉
ゲ
4
m
日ゲ

(リ
ロ
R
Eロ仏
〉
、
西
は

O
D巳
ヨ
師
、
東
南
は

O
ミ
加
島
、
西
南
は

O
白
E
回
日

で
あ
る
。

イ
ラ
ン
の
地
と

は
、
イ
ラ

ン
・
イ
ラ
ク

・
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ

ン
、
ソ
連
の
ト

ル
コ
マ
ン

・
ア
ゼ

ル
パ
イ
ジ
ャ

ン
・
ア

ル
メ
ニ

ア
・
ジ

ョ
ル
ジ
ア
の
諸
共
和
圏
、
及
び

小
ア
ジ
ア
の
東
宇
部
を
含
む
も
の
で
あ
る

(
な
お

Z
O
ω
N
H
l
NN
参
照
)
。
こ
の
よ
う
な
慶
大
な
地
域
を
版
固
と
す
る
フ
ラ
グ
u
ウ
ル

ス
は
、
嘗
初

こ
れ
を
今
日
の
地
理
で
言
え
ば
、

マ
ラ
l
ガ
、
或
は
タ
手
フ
リ
ー
ズ
を
、

後
に
は

ω三
百
巳
〕ミ同

を
園
都
と
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

マ
ラ
l
ガ

タ。
フ
リ
ー
ズ
は
夫
々
ウ
ル
ミ

ヤ

湖
(
今
日
で
は
レ
ザ
l

エ
湖
と
言
う
)
の
東
北
と
東
南
に
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
市
内
・

周
溢
に
は

モ
ン
ゴ
ル
期
の
遺
跡

・
遺
構
が
見
出
さ
れ
る
。

ω三
百
巳

uq同
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
H

タ
r

フ
リ
ー
ズ
鎖
道
の
途
中
に
あ
り
、
現
在
も
豪
壮
な
オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
廟
が
往
時
を
偲
ば
せ
る
。

ら
の
都
市
は
園
都
(仏
骨
丘
・
自
己
ご
と
稽
さ
れ
は
し
た
が
、
そ
こ
に
宮
肢

・
官
街
が
営
造
さ
れ
て
、
君
主
・
百
官
が
政
務
を
執
行
し
て
い
た

詳
で
は
な
い
。
否
、
イ
ル
ハ
ン
は
特
別
の
場
合
を
除
い
て
は
都
市
の
城
壁
内
に
入
ら
な
か
っ

た
。
イ
ル

ハ
ン

は
モ
ン
ゴ
ル
人
と
し
て
遊
牧
の
生

活
を
保
持
し
、

季
節
に
従
っ
て

夏
営
地

・
多
営
地
の
聞
を
移
動
し
て
い
た
。
所
謂
園
都
に
は
移
動
の
往
涯
に
立
ち
寄
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ

イ
ル
ハ
ン
の
多
営
地
・
夏
営
地
の
制
度
の
究
明
に
入
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ

- 83-

た
。
園
都
の
問
題
は
別
に
考
察
す
る
と
し
て
、

一
二
五
八
年
二
月
バ
グ
ダ
ー
ド
を
攻
略
し
て
か
ら
、
一

二
六
五
年
二
月

r
mE
E
河
畔
で
死
去
す
る
ま
で
の
フ
ラ
グ
の
行
動
は
未
詳
の
部

分
も
あ
る
が
、
彼
の
夏
と
多
と
の
滞
在
地
を
、
ラ
シ

l
ド
H

ウ
ッ
デ
ィ
l
ン
の
「
集
史
」

(m
g
E仏
と
・
ロ

zm，

S
ケ
〉

-zy
出
由
自
白

E
E
-
-ha送
、

ミ
・
吋
S
h
q同

b
p
u

邑
・
〉
・
〉
・
〉
ロ
N

包巾
w

切回
r
F
H
C可

〔
以
下
』
吋
〉
・
と
略
す
〕
)
の

フ
ラ
グ
H

ハ
ン
紀
の
記
事

(E
・
g
-
E)

(
以
下
の
表
に
於
い
て
冬
の
滞
在
期
間
は
原
則
と
し
て
嘗
該
年
度
か
ら
次
年
度
に
ま
た
が
る
)。

に
よ

っ
て
調
べ

て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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(夏〉

(
多
〉

H
N
ω

∞
 冨
同

門

帥

m
E
到
着

つ

H
N
ω

。
〉

E
g
m
r
通
過

〔
シ
リ
ヤ
作
戦
一

]
戸

N
O
O

〔〉

w
Z白
押
蹄
着
〕

ワ

H
N
A山
]
「

〉

z
g
m
r

つ

]F
N
G
N
 

〔劉
ベ
ル
ケ
戦
〕

〉
百
件
副ぬ
「

H
N
O
ω
 

〔、吋田ゲコ
N

蹄
着
〕

r
m
E
2・Z白
m
z
z

]
戸

N
。
品

冨
白
血
mrp
H白∞
73
口

こ
の
表
か
ら
は
、

フ
ラ
グ
が
夏
を
〉

z
g
m
r
で
、
多
を

』同

m
g
g
で
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
剣
る
が
、
多

・
夏
営
地
の
制
度
が
確

ワ

フ
ラ
グ
の
長
子
ア
バ
ガ
は
、

立
し
て

い
た
か
ど
う
か
、
明
言
は
で
き
な
い
。

園
事

・
軍
事
の
整
備
を
命

- 84ー

一
二
六
五
年
四
月
切
同

g
Eロ
地
方
の
の

E
m
r削ロ
-Z印
可
の
地
で
即
位
す
る
と
、

令
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
「
集
史
」

に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る

Q
叶
〉
・
5
M1
5
ω
・)。

を
多
営
地
に

〔
選
定
し
た
〕
。

園
都

叶同
σ円
叫
凶
を
王
都
と
定
め
た
。

〉
Z
g
m
y
と

ω-z
rr口
『
と
を
夏
営
地
に
選
定
し、

〉

q
m山口
と
切
ぷ
刊
}
凶
門
目
白
(日
と
を
、

時
に
は

F
m
r同
百

こ
の
記
事
に
よ
っ

て
、
イ

ル
ハ
ン
と
し
て

ア
パ
ガ
が
自
己
の
多
・夏
営
地
を
制
度
と
し
て
定
め
た
こ
と
が
剣
る
。
夏
営
地
と
し
て
は
、
〉

g
g
my

ω
-
z
r
r口
「
の
地
が
、
多
替
地
と
し
て
は

〉
ロ
ω
P
切
印
肉
}
己
主
w
H

同
m
g
z
の
地
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ア
パ
ガ
H

ハ
ン
の
、
剖
位
か
ら
死
去

(
一
二
八
二
年
四
月
)

多

・
夏
営
地
の
う
ち
、

に
至
る
ま
で

の、

年
次
の
明
白
な
も
の
を

表
示
す
れ
ば

]FNA山

ω

(
』
叶
〉
・

5
中

1
5
6、
衣
の
よ
う
に
な
る。

〔封
ベ
ル
ケ
戦
〕

ツ
入【
帥

N

帥ロ門凶曲円
山口



「
集
史
」
の
ア
バ
ガ
ム
ン
紀
は
、

所
が
多
い
。

し
か
し
、

E
Bロ
で
過
し
た
こ
と
、

バ
グ
ダ
ー
ド
で
越
多
し
た
の
は
最
晩
年
に
シ
リ
ヤ
作
戦
の
鯖
詮
に
於
い
て

一
回
で
あ
っ
た
こ
と
を
留
意
し
て
お
き
た

し、。

H
N
G
G
 

γ
向帥
N

釦ロ仏回同
副ロ

ワ

]
F
N

∞叶

y
向印刷釦ロ仏白岡山田ロ

ワ

]
F
N

∞∞ 

し
『
白
血
州
日
回
勘
同
門
日

勺

H 
hコσ、
にD

〉

E
g
m
Y
2
3
r
r巳
H

〉同同仙ロ

H
N吋
。

〔
劃
バ
ラ
l
ク
鞍
〕

】
曲

m
y帥
昨
ロ

]
F
N吋
印

〉同同帥
H
H

ワ

]
F
N吋
吋

〉

z
g
m
v

ワ

]
戸

N

吋∞

〔
へ
ラ
1
ト
行
〕

ワ

]
F
N

∞。
〔
ホ
ラ
サ

γ
行〕
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右
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ωc-一町削ログ可可曲

O 
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釦'
cr" 
印l

U司
ロー

]{ωωω 

ωロ-一↑帥ログ『
U

可曲

フ
ラ
グ
よ
り
ア
ブ
l
H
サ
イ
l
ド
に
至
る
歴
代
イ
ル
ハ
ン
の
夏
営
地
と
し
て
は
、
初
め
は
〉
z
g
m
r
が、

後
に

は

ωロ
-
3
E
uミ
曲
が
最
も
多
く
利
用
さ
れ
、
そ
の
他

2
3
r
z
y
ω
ロ
忠
ロ
ュ

2
・、吋曲げ同凶
N
w

巴』同
P
出
g
Z同国内山
w

冨

R
X
E
の
地
も
夏
営
地
若

し
く
は
夏
季
の
遁
過
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
剣
る
。
多
管
地
と
し
て
は
〉
同
門
削
P
切釦
m
E包

が
よ
く
利
用
さ
れ
、
冨
削
N
g
E
B
P

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

回
目

m
V
3
0
も
多
の
住
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
剣
る。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
多
・
夏
営
地
が
何
慮
に
あ
っ
た
か
を
、
ア
パ
ガ
H

ハ
ン
が
「
邑
伯
仲
同
m
r
と
巴
ubrror
と
を
夏
管
地
に
選
定
し
、
〉
ロ

E

と
回
同
m
E包
と
を
、
時
に
は
】
同
m
y位
。
を
多
借
地
に
選
定
し
た
」
と
い
う
先
越
の
記
事
を
手
掛
り
に
調
べ

て
み
よ
う
。

先
ず
、

夏
営
地
の

〉
E
g
m
r
ハ「斑
の
山
」
の
意
)

に
比
定
さ
れ
る
と
と
は
間
違
い
な

- 89ー

が
ト
ル
コ
東
部
の
ヴ
ァ
l
ン
湖
東
北
山
地
〉
F
U
E

い
(
。
-
F
m
g
gロ
m円相
w

吋

E
h
g
h目
的
。
¥
同
号
町
内

s
n
h
H百
合
言

HFHCω
。
〔
以
下
問
卵
白
同

-P-ezz
と
略
す
〕
問者・

5
ω
l
H∞
品
)
。
こ
の
地
は
ユ

1
フ
ラ
テ
ス
河
と
ア
ラ
ス
河
支
流
と
の
分
水
嶺
を
成
す
。
と
の
南
河
の
河
源
地
帯
に
あ
る

と
帥
g
m
y
に
就
い
て
冨

5
Sロ
止
は
地
理
篇
の
ア
ル

メ
ニ
ア
州
の
章
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る

(ZOω
・
5
6
0

〉
-
山
百
円
山
は
極
め
て
良
好
な
草
地
で
あ
り
、

(
臼

2
3
)
を
営
み
、
夏
は
大
方
そ
こ
に
居
た
。
そ
の
税
額
は
六
五

O
Oデ
ィ
ナ
ー
ル
で
あ
る
。

水
は
豊
富
で
、

多
く
の
狩
強
場
が
あ
る
。

モ
ン
ゴ

ル
の
ア
ル
グ
ン
H

ハ
ン
は
そ
こ
に
宮
股

削

N
g
r
a
曲目
-
U
E
に
よ
れ
ば
(
】
叶
〉
・
。
∞
)
、

〔
フ
ラ
グ
u
ハ
ン
は
〕
六
五
七
年
男
自
民
合
ロ
月
一
一

一
日
金
曜
日

(
H
H
N
S・
凶
円
巴
)
鰍
座
の
も
と
に
親
ら
中
軍
を
率
い
て

ω
E
S
に

準
設
し
た
。
〉
Z
S
A
に
到
着
す
る
と
、
そ
の
草
地
を
嘉
賞
し
て
、
そ
こ
を

円、∞
Z
〉
ω
〉
寸
〈
叶

(
綴
字
釆
詳
〉

と
名
づ
け
た
。
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と
あ
る
。

さ
ら
に
の
z
m
O
H
O同
〉
宮
ロ
へ
の
「
弓
箭
の
民
の
歴
史
」
(
出
5
0弓
O
問
手
m
Z
2
5
5
0同
〉
H
n
Z
F
可・
H

F

H

V

・
切

E
s
h
w
岡山・
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Z
-
Hリ弓
P

旬
、
与
戸
ロ
・
巴
色
w

問)・
ω
色
"品。品
)
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

フ
ラ
グ
u
ハ
ン
は
紳
が
己
に
王
圏
、

宮
、
多
大
の
食
糧
と
騎
士
、
全
財
産
を
授
け
給
う
た
こ
と
を
知
る
と
、
ロ
自
ロ
の
野
に
莫
大
な
経
費
を
か

け
て
自
分
の
宮
殿
を
建
て
さ
せ
た
。
そ
の
地
を
彼
等
の
言
葉
で

〉
F
S
吋
と
呼
ん
だ
が
、
と
こ
は
嘗
っ
て
大
ア
ル

メ
エ
ア
の
王
族

〉
g
z
・

Er家
の
夏
の
住
居
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
っ
て
、

〉
Z
g
m
r
が
良
好
な
草
地
で
あ
り
、

モ
ン
ゴ
ル
人
の
占
按
前
か
ら
ア

ル
メ

ニ
ア
王
が
夏
を
過
ご
す
場
昆
で
あ

り

フ
ラ
グ
が
こ
の
水
草
壁
か
な
地
に
着
目
し
た
こ
と
が
剣
る
。

歴
代
の
イ
ル
ハ

ン
が

〉
z
g
m
y
を
絶
好
の
夏
管
地
と
し
た
所
以
も
了
解
さ

れ
よ
う
。

市
久
の
夏
笹
口
地
ω
-
z
y
r
口
『
(
「
黒
い
山
」

の
意
)
に
就
い
て
は
な
お
そ
の
位
置
を
的
確
に
比
定
し
か
ね
て
い
る
。

グ
の
兵
拍
部
(
白
m
r
z
ρ
)
が
国
回
目
立
印
p
ω
-
z
y
r
o
r
地
方
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と

Q
叶
〉
-
E
)
、
。
国
同

2
5
寓
入
院
が
バ
グ
ダ
ー
ド
で

(
志
茂
碩
敏
「
ロ
・
町
内
r
z
園
史
料
に
見
ら
れ
る
0
2
2
Z
臼
に
つ
い
て
L

東
洋
謬
報
五
四
|
一
、
七
|
八

ハ
グ
ダ
l
ド
遠
征
中
の
フ

ラ

多
営
し
、
ω
-
3
r
r
D
Y
で
夏
替
し
て
い
た
こ
と

- 90ー

頁〉
、
王
子
ア

ル
グ
ン
が

〉
Z
g
m
r
を
出
て
、
日
ユ
r
r
口
}
固

に
宿
営
し
、
そ
こ
か
ら
国
g
g
E
ロ
に
使
者
を
遺
っ
て
い
る
こ
と

Q
叶
〉
・
ロ
O
〉、

ガ
イ
ハ

ト
H

ハ
ン
が

一
二
九
三
年
、
同
，
白
ゲ
コ
N
か
ら

玄
白
S
m
r
を
経
て

ω
-
z
r
r
D
r
に
向
っ
て
い
る
こ
と
(】
寸
〉
-
Mω
∞
)
を
考
え
合
わ
せ
て
み

位
置
は
ハ
マ
、タ
l
ン
|
マ
ラ
l
ガ
聞
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

る
と
、
宮
ぬ
Y
E仏
l
l
出
由
自
主
帥
ロ
!
日
z
r
rロ
r
|
冨
白
同
副
m
g
l
l
〉
z
g
m
r
と
い
う
遊
牧
モ
ン
ゴ
ル
族
の
移
動
路
が
想
定
さ
れ
、

ω-
3
7
7
5
の

一
方
冨

5
窓
口
仕
の
河
川
の
僚
に
(Z
O
ω
-
N
N
3
、

]
白
∞
「
曲
目

河
は

阿
ハ
己
正
E
E
の
山
中
の
ω
-z
y
z
r
村
の
地
方
に
源
を
設
し
、

Z
R
X
E
地
匿

を

遁

ゲ

て

g
r

河
と

Z
白
m
r
2
p

つ
八
叶
白
m
E
E
)
河
に
合
流
し
、
、
H
，
白
円
三
の
盟
湖

(
Hウ
ル
ミ
ヤ
湖
〉
に
注
ぐ
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ω
-
z
r
r
口
『
は
】
白
∞
E
Z
河
の
上
源
地
の
ク
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
の

山
中
で、

し
か
も
ハ

マ
ダ
l
ン
へ
の
路
線
上
に

求
め
ら
れ
よ
う
。
一
九
七
四
年
夏
、
私
達
の
調
査
陵
は
こ
の
附
近
で

一
般
調
査
を
し
た
が
、
ω
-
z
r
r
o
y

に
比
定
さ
れ
る
場
慮
を
見
出
し
得
な

か
っ
た
。
さ
し
あ
た
っ

て
の
見
嘗
と
し
て
、

夏
営
地
虫
z
r
r
p
r
を
F
m
E
E
W
O
E
-
-
C
N
g
雨
河
上
源
の

山
地
に
求
む
べ
、
き
で
あ
ろ
う
と



し
て
お
く
。

次
に
最
も
重
要
な
多
営
地
〉
ロ
山
口
に
就
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
冨

g
gロ
同
叫
に
よ
れ
ば

(
Z
O
ω
・
8
i
c
N)、

〉
吋
円
削
ロ
州
は

〉
司
自
河
岸
か
ら

関
口
同
河
ま
で
の
河
聞
の
地
で
あ
る
。

と
あ
り
、
回

a-zgw切
阻
止
同
J

の

g
y
r祖
国
同
与
の
諸
都
市
を
含
む
。
そ
し
て
〉
同
目
的
河
下
流
域
右
岸
で
カ
ス
ピ
海
に
臨
む

冨
口

m
Eロ
州
と

列
記
さ
れ
て
い
る
。

宮
口
m
rE
州
に
は
切
削
』2
4E
W
HJ
-
24聞
夕
一
言
与

g
E同
E
P
民
同
自
由

z
r与
の
諸
地
匡
が
含
ま
れ
て
い
る
。

宮
口
ぬ
}
岡
山
口
雨
州
の
範
圏
は
、
今
日
の
地
理
で
言
え
ば
、
。
コ

ク
チ
ャ
湖
以
東
の

ク
ル
河
の
右
岸
一
帯
の
地
で
あ
り
、

ア
ル
メ

ニ
ア
共
和
園
の
東

部
と
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ

γ
共
和
園
の
南
宇
部
と
を
含
む
慶
大
な
地
匡
で
あ
る
。
イ
ル
ハ

ン
の
多
営
地
と
し
て

の

〉
ロ

E
(白田
E
2・日
kr
口
削
ロ
〉

は
こ
の
地
域
の
何
庭
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

〉円円削
ロ

多
営
地
〉
口
宮
に
関
連
し
て
、

「
集
史
」
に
は
い
く
つ
か
の
地
名
が
見
出
さ
れ
る
。

例
え
ば
、

ガ
イ
ハ
ト
"
ハ
ン
が
ク
ル
河
畔
に
建
設
し

- 91-

た
と
い
う

ο巳
E
m
r・∞
包同
m
Y
〉
口
同
ロ

の

ω同門
仰
山、・

F

冨

g包
同
一
ヨ
ー
白
と
い
う
宮
殴
、
ガ
ザ

γ
H
ハ
ン
の
オ
ル
ド
が
あ
っ
た
り
包
帥
ロ
-
Z削
口
吋
の

EUT仲甲山由民
、
イ
ル
ハ
ン
達
の
遊
牧
地
の
あ
っ
た

O
R帥
E
mr、
宿
営
地
の
〉

z
z
r与
包
の
司
巳
ム
関

E
∞
E
C、
さ
ら
に
司
巳
ム
冨
白
ロ
密
口
-

H
，同
白
骨

や
∞
昇
。、

狩
猶
地
の
あ
る

ω宮
司乱

P
F同∞
2
3口
"
の
同4
ゲ
削
巳
の
卒
原
、
。
同
門
冨
ロ
門
戸

の
近
く
の
関

E
-E
(O
D回
r・0
H
d
Z〈
O
EF

。
同
句
。
一
「
鳥
の
門
」
)
等
々
の
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
場
庭
の
的
確
な
位
置
は
殆
ん
ど
未
詳
で
あ
る
。

て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
地
名
比
定
の
困
難
は
や
は
り
こ
の
方
面
に
就
い
て
の
私
達
の
歴
史
地
理
的
知
識
の
不
足
に
よ
る。

封
禁
の
制
が
巌
格
に
行
わ
れ

た
だ
、
宮

5
窓
口
問問

の
地
理
篇
の
記
事
か
ら
多
少
の
見
嘗
は
附
く
。
彼
は

ω己
芯
E
U
Q白
か
ら

切削
-u

同ケ〉目)〈帥
σ
(
ロ
-
B口
H
1
0印
刷
》
♂
同
)釦片目)白ロ仏
一)

に
至
る
北
王
道

の
記
載
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る

(
Z
Oω
-
H
g
(昆

σ。

切
と
国
同
〈
削
ロ
か
ら
八
フ
ア
ル
サ
ン
グ
で

H
J
F
C品
叫

に
至
り
、
そ
こ
か
ら
六
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
で

』
2
7
-
2
2
に
至
り
、

そ
こ
か
ら
六
フ
ア

ル
サ
ン
グ
で
玄
白
ゲ

B
D
E
Z仏ム
の山

4
ZH叫
に
至
る
(
一
フ
ァ
ル
ザ
ン
グ
は
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル〉。

573 

玄
白

y
s
E仰
げ
削
与
は
、

ガ
ザ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
し
て
の
名
前
宮
与

B
E
に
因
ん
で
名
附
け
ら
れ
た
町
で
、

彼
自
身
の
建
設
に
か
か
る
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(Z
O
ω
・
2
)。
こ
の
記
事
か
ら
、
ガ
ザ
ン
日
ハ
ン
の
所
謂
〉
口
削
ロ
多
営
地
の

一
つ
は
、

ア
ラ
ス
河
下
流
域
右
岸
で

宮
口

m
Eロ
州
の

カ
ス
ピ
海

あ
た
り
ま
で
が
彼
の
多
の
狩
磁
場
に
な
っ
て
い
た
と

考
え
ら

∞
R
E‘
を
経
て

目
白
鼠
に
至
る
支
線
に
就
い
て
、

。。∞
r
g師四日
か
ら

切
れ旧
日内口

岸
寄
り
に
位
置
し
、

さ
ら
に
ク
ル
河
を
渡

っ
て、

れ
る
。
北
王
道
上
の
切
と
白
円
〈
U
ロ
か
ら
分
岐
し、

冨

5
S己
間
同
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る

(Z
O
ω
-
H∞C
。

O
R与
仰

my
道
|
|
切
と
白

2
E
か
ら
七
フ
ア
ル
サ
シ
グ
で

a

〉
『
回
目
的

村
に
至
り
、

そ
こ
か
ら
六
フ
ア
ル
サ
ン
グ
で
切
曲

r
s
E仏
に
至

り
、
そ
こ
か
ら
二
フ
ア

ル
サ
ン

グ
で

〉
同
日
河
岸
に
達
す
る。

と
れ
が

O
曲円削

g
m
r
の
境
界
で
あ
る。

東
方
の
山
地
は
、

き
て

O
白
s
g
m
y
は
∞

R
E
J四
方
の
山
地
帯
を
指
す

(
句
史民
泊
、
む
子
供
与
E
R
F
H
C吋
0

・

R
〈

-
E
5
2岳
山『w
匂
-
N
0
3
。
こ
の
ゴ
ク
チ
ャ
湖

こ
の
方
面
が
ア
バ
ガ
H

ハ
ン

以
降
の

多
営
地
と
な
っ

チ
ョ
ル
マ
グ
ン
、
バ
イ
ジ

ュ
以
来
の
タ
ン
マ
チ
軍
の
駐
屯
地
で
あ
り
、

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ア
ラ
ス
河
下
流
域
右
岸
の

宮
口

m
Eロ
州
の
智
広
口
卒
原
と
の
こ
ケ
所
が
あ
っ
た
こ
と
が
剣
る
。

な
お
、

私
達
の
調
査
隊
は
タ
。
フ
リ
ー
ズ
か

- 92一

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
所
謂
〉
片
岡
削
ロ
の
冬
営
地
と
し
て
、

ア
ラ
ス
、

ク
ル
雨
河
に
挟
ま
れ
た

〉
口
仰
ロ
州
の

ο白円削
g
m
v
山
地
と
、

ら
〉
宮
円
北
方
の

関白

E
r
R
に
入
り
、
宮
口

m
r
E
の
牧
草
地
の

一
端
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

フ
ラ
グ
の
バ
グ
ダ
ー
ド
占
領
後
、

イ
ル

ハ
ン

と
し
て
初
め
て
バ
グ
ダ
ー
ド
を

多
営
地
と
し
た
の
は
ア
パ
ガ
u
ハ
ン
で
あ
り
、

シ
リ
ヤ
作
戦
か
ら
の
蹄
途
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
彼
は
バ
グ
ダ
ー
ド
市
内
に
は
入
ら
ず
、
z
z
f問
看
話
回
日

に
宿
営
し
た。

そ
れ
は
一
一

一八

一
ー
一
一
年
の
多
、

宮

5
g
c
b
に
よ
れ
ば

(
Z
O
ω
・
む

l
t〉、

宮口一
v
白
当
調
印
】
は
切
白

m
r
E仏
の
西
、

そ
れ
か
ら
績
い
て
い
る
。
カ
リ
フ
達
は
と

こ
に
多
く
の
美
し
い
宮
般
を
営
ん
だ
。

と
あ
る
。
ガ
ザ
ン
H

ハ
ン
も
バ

グ
ダ
ー
ド
多
替
の
際
に
は
、
冨
ロ
ザ
担
当
司
止
に
宿
営
し、

し
て
い
る
が
、
「
集
史
」
に
よ
れ
ば

Q
吋
〉
・
日
ω)、
一
二
九
七
年
二
月
、

一
一
フ
ァ
ル
品
リ
ン
グ
に
あ
る
小
さ
な
町
で、

ぽ
間
運
河
の
岸
に
あ
る
。
そ
の
果
樹
園
は

切回

m
E包
の

そ
の
附
近
で
狩
識
を
行
い
、

聖
者
の
墓
に
参
詣
し
た
り



金
曜
日
に

ω
2
曲目・

ωロ
-
Sロ
の
モ
ス
ク
で
躍
奔
に
参
列
し
た

と
あ
る
。
オ

ル
ジ

ェ
イ
ト
H

ハ
ン
の
時
に
な
る
と
、
バ
グ
ダ
ー
ド
市
内
に
入
る
こ
と
は
通
常
の
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ア
パ
ガ
H

ハ
ン

が
設
定
し
た
も
う
一
つ

の
多
営
地
は

F
m
E
B
で
あ
る。

「
集
史
」
の
フ

ラ
グ
H

ハ
ン
紀
に
よ
れ
ば
(旬、『〉
・
8
〉、

秋
三
二
六
三
年
)
に
な
る
と
、

N
曲同

H
E
-
m
E
の
多
営
地

l
|モ
γ
ゴ
ル
人
は

γ
m
y
g
w
叶白

m
E
B
と
呼
ぶ
ー
ー
に
向
い
、
宮

R
Z
E

に
至
っ
て
天
文
蓋
の
竣
功
に
力
を
壷
し
た。

と
あ
る
o

N
自
己
ロ

'
H
g
p
H目
m
g
g
-
吋
お
E
Z
は
今
日
の
地
圃
に
も
見
出
さ
れ
る
河
名
で
あ
り
、

r
m
E
B
は
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
山
中
に
設

し
て
、
南
か
ら
ウ
ル
ミ

ヤ
湖
に
注
ぐ
。

叶同

m
E
Z
は
同
国
∞
}
戸
伯
仲
口
の
西
支
流
で
あ
る
。

多
営
地
は

同
国
m
EZ
河
の

下
流
域
の

ω己
記

5
の
地

あ
た
り
に
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
で
、

ア
パ
ガ
H

ハ
ン
の
設
定
し
た
夏
営
地

〉

zsmywω
FEr-内口
y
多
営
地
〉
円円削
P
切同

my念
仏

w
r
m
E
B
の
大
穫
の
位
置
の
比
定

夏
営
地

冨
日
同
mrp
叶白ゲ円叫

NU
Z
E
-
ω
己

mYD
H-2・
0
ロ
ロ
包

H己
目
的

(H
ω己
芯
巳
ヨ
白
〉
・
多
営
地

次
に
そ
の
他
の
、

- 93-

を
考
え
て
み
た
。

冨
削

N
g
E『削
P
国
己
帥
ロ
・
宮
口
同
副
ロ

の
位
置
に
就
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

タ伊フ
リ
ー
ズ
、

C
Eロ
の
位
置
に
就
い
て
は
問
題
な
い
(何
回
印
?
の
と

G
E
F
冨

名

口

σ。

夏
営
地
で
は
な
く
、
多
・
夏
営
地
聞
の
移
動
中
、
春
、

又
は
秋
に
立
ち
寄
る
の
が
逼
常
で
あ
り
、

マ
ラ

l
ガ、

た
だ
こ
れ
ら
の
都
市
は
恒
常
的
な

そ
の
際
に
も
市
内
に
入
る
の
は
、

モ
ス
ク
で

の
躍
奔
(
ロ
同
B
印
刷
)
に
出
席
す
る
な
ど
、
特
別
の
場
合
の
み
で
あ
っ

た
。
ガ
ザ
ン
H

ハ
γ
が
タ
守
フ
リ
ー
ズ
の
西
郊
の

ωZ
S
に

の

E
N削
巳
ヨ
白

を
、
そ
の
宰
相
ラ
シ

l
ド
N

ウ
ッ
デ
ィ

l
ン
が
そ
の
東
郊
に
初
白

d
'
-
m
g
Z含
を
建
設
し
た
の
は
、

十
四
世
紀
に
入
る
と
イ
ル
ハ

ン
の
タ
ブ

リ

l
ズ
に
劃
す
る
関
心
が

一
一
層
深
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
因
に
の

E
N山
口
-
ヨ
白
は
整
地
さ
れ
て
今
は
跡
方
も
な
く
、
月
三
工

m
g
E舎
は
史
蹟
と

し
て
保
存
策
が
講
ぜ
ら
れ
つ
つ
あ
る
o
d
wロ
(
タ
ブ
リ
l
ズ
の
東
南
八
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
の
地
)

に
は
良
好
な
草
地
が
あ

っ
た
が
、

ガ
ザ
ン
日
ハ
ン

は

こ
の
地
に
新
に
都
市
を
建
設
し
、

ω
E
E
-
-
r
z
g
(「イ
ス
ラ
ム
の
町
L
)

と
呼
ん
だ
。
な
お
、
出

g
E
H
E
は
「
マ
ラ
l
ガ
、
の
お
ロ

の
近
傍
の

山
地
に
瑳
源
し
、

冨
ぞ

E
C
付
近
で

ω白内定凶円。与

に
合
流
す
る
」

(Z
O
ω
-
N
N6
河
で
あ
る
。
イ
ル
ハ
ン
の
夏
営
地
は
、

r
z
z山
南
麓
を

575 
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東
に
流
れ
る

Z
S
Z
Z与
の
流
域
に
あ
っ

た
J
問
。
N

口
m
yと

の
地
に
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

γ白
血
円
山

m
y白

に
就
い
て
は

そ
の
郊
外

の
天
文
蓋
(
毅
侃
調
査
が
終
り
、
現
在
史
蹟
と
し
て
保
存
)
を
イ

ル
ハ
ン
達
が
屡
々
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る。

次
の

ω
zm
yu
ユロハ
}
(ZOω
-
E
の

ω叶
C
E
O
と
い
う
紛
字
は
不
正
確
)
は
、

ア
ル
グ

ン

ガ
ザ
ン
父
子
の
好
ん
だ
夏
営
地
で
あ
り、

現
在
の

J

円白
rZ4Fω
巳
E
B
U
H
H
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
間
違
い

が
な
い

(ζ
s
c
a
r
uご
守
S
N
N
S
E
E
-
HCH)。
叶巴
r
Z6F
ω
三
3
5山
口
は
、

]
白
myu門口
河
に
東
か
ら
合
流
す
る

ω白
2
3
河
の
上
源
に
あ
り
、
ド
イ
ツ
考
古
皐
肱
が
十
数
年
設
掘
調
査
を
績
け
て
い
る
遺
跡
で
あ
る
(
H
a

主
主目

?加え三』』同む唱曲・

7
3∞
・
〈
O
口
出
-
Z
2
3ロ
∞
〈
O
ロ
。
丘
町
ロ
ロ
ロ
仏

m・
2
由巳円吋戸白
P

HC
E〉。

(
約
三
百
×
四
百
米
)
か
ら
成
り
、

火
口
湖

(径
約
百
米
)
を

中
心
に
し
た
固
形
蓋
地

そ
の
周
固
に
は

サ
サ
ン
朝
の
石
積
み
城
壁
が
残
っ
て
い
る
。
深
緑
色
の
池
の

北
面
に
サ
サ
ン
期
の
遺
構

(現

池
を
回
む
よ
う
に
し
て
モ
ン
ゴ

ル
期
の

E
大
な
建
物
遺
構
群
が
あ
る
。
現
献
の
景
観
か
ら
し
て
も
、
イ
ル
ハ
ン
の
絶
好

在
護
制
中
)
が
あ
り
、

の
夏
営
地
で
あ
り
、
大
遊
牧
地

(E
H
Z
Z
N
C司
巴

で
あ

っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
見
事
な
遺
跡
で
あ
る
。

。
口
ロ
A
D
Z
-山
口
∞
は

モ
ン
ゴ

ル
名
で
、
元
来
は

ω
Z
B
E
N
と
呼
ば
れ
た。

ア
ル
グ
ン
H

ハ
ン
が
そ
こ

に
都
市
の
建
設
を
始
め
、
オ
ル
ジ

ェ
イ

- 94ー

ト
H

ハ
ン

が
そ
れ
を
完
成
さ
せ、

ω
三
百
ロ
ミ
ヨ

と
名
付
け
て
園
都
と
し
た

Q
叶
〉
・

MMC"
Z
O
ω
・
日

1
g)。
冨

5
E
C止
に
よ
れ
ば

(Z
Oω
・

ωω
)、

そ
の
周
囲
に
は
、
寒
帯

・
温
帯
の
諸
地
域
が

一
日
程
の
距
離
に
あ
り
、

人
が
必
要
と
す
る
物
は

何
で
も
そ
の

地
域
で
多
量
に
供
給
さ
れ

る
。
極
め
て
良
好
で
盟
富
な
草
地
と
、
立
振
な
狗
狐
地
が
あ
る
。

と
あ
る
。

ω己
-sE山、習
は
北
流
す
る

N
田
口
百
ロ
河
と
南
流
す
る
〉
ゲ}百円

河
と
の
分
水
嶺
に
あ
り
、

交
通
の
要
街
で
も
あ

っ
た。

次
に
冬
営
地
の

冨
釦
N

田口
E
H削
ロ

に
就
い
て

一
言
し
て
お
く。

マ
l
ザ

ン
ダ
ラ
ン
は
カ
ス
ピ
海
東
南
岸
の
州
名
で
あ
っ
て
、

イ
ル
ハ
ン
の
多

営
地
は

ω巳
百
ロ

-OEE--
〉
凹
同
印
品
百
円
Y
Z
H
B・
宮
口
正
副
ロ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ωロ
-S
ロ
'
U
C
〈山口

は

の
E
m
bロ
河
下
流
域
左
岸
で

〉
m
g芯
冨
与

の
東
北
に
あ

っ
た
(
冨
5
0門的

S
L
Eミ
ミ
"ω
)
。

Z
Z
M
冨
日
仏
同
ロ
は
「
島

(
』白
N

同門乙
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
そ
こ
に
住
み

C
H
r
w
の
ユ
帥
P

冨
営
陣
ロ
島
田
同
副
ロ
か
ら
や
っ
て
く
る
舟
が
そ
こ
に
入
る
。
そ
こ
は
〉
丘同吋
卸
E
L
か
ら
一
一
一
フ
ア
ル

サ
ン
グ
で
あ
る
」

(Z
O
ω
・
5
3
と
言
う
。

こ



れ
ら
の
所
謂
宮
山
N
g
仏
国
同
国
ロ
の
多
営
地
は
、

の
地
で
多
替
す
る
の
は
特
別
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
。

元
来
ホ
ラ
サ

ン
太
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
そ
γ
ゴ

ル
の
王
子
の
多
営
地
で
あ
っ
て、

イ
ル
ハ

ン
が
こ

な
お
ガ
ザ
ン
H

ハ
γ

が
最
晩
年
に
多
倍
し
た
国
巳
E
a
宮
口
同
副
ロ
(ト
ル
コ
名
は
現
在
の

Q
N
己
1
5
2)
は
、

雲
で
移
動
不
能
と
な
り
、
己
む
を
得
ず
多
替
地
と
し
た
も
の
で、

臨
時
の
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
位
置
は
、

ハ
グ
ダ
l
ド
多
営
へ
の
途
上
、
積

叶
同
wr
t
ω
己
回
目
白
削
ロ
か
ら
東
に

山
越
え
し
た、

ou--'己目白ロ
の
支
流
の
上
源
地
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

以
上
に
調
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

イ
ル
ハ
ン
の
夏
管
地
が
河
の
上
源
地
に
あ
り
、
多
営
地
|
|
バ

グ
ダ
ー
ド
を
除
き
ー
ー
が
下
流
域
に
設
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
即
ち

ア
ラ
ス
河
支
流
の
上
源
で、

ユ
l
フ
ラ
テ
ス
河
と
の
分
水
嶺
に

〉
E
g
m
y
の
夏
替
地
が
あ
り
、

ア
ラ
ス
河
の
下
流
域
乃
至
ク
ル
河
と
の
河
間
地
方
に
〉
口
宮

の
多
営
地
が
あ
る。

F
m
r
日
ロ
河
の
河
源
地
に
夏
営
地
目
u
b
v
z
r
が、

そ
の

下
流
域
に
多
借
地
F
m
g
昨
日

が
あ
る
。

さ
ら
に

F
∞
E
Z
河
の
支
流
ω
白

E
G
河
を
湖
る
と
ω
ロ
m

守
口
ユ
ロ
m
の
夏
営
地
が
あ
り、

N
目HM』帥
ロu

- 95-

〉
-
u
r
R
南
河
の
分
水
嶺
に
O
口
ロ
ρ
口
z
-
g
m
(
H
ω
三
百
巴
ミ
る

の
夏
営
地
が
あ
っ

た
の
で
あ
る。

る
と
し
て
、

そ
れ
で
は
イ
ル
ハ
γ
達
は
ど
の
よ
う
な
経
路
に
由
っ
て
多

・
夏
借
地
聞
を
移
動

・
往
返
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

〉
E
S
∞
「
と
〉
口
同
ロ
と
の
聞
は
、

そ
の
詳
細
は
別
に
論
ず

そ
の
大
略
を
述
べ
て
み
よ
う。

(H)
叶
与
巴
N
|
〉
E
H
|
可
己
回
口
〈卸
♂
(
N
)
Z
同
F
r
y
-
〈山口
・(

ω
)

叶
白
σ
H
M
N
|
切
身
ロ

(〉
正
与
己
、，，t
、ω
ミ
雪

間
)
l
H
V
ユ
印
ロ
品
?
を
経
由
す
る
三
路
線
が
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち

Z
同
w
r
y
-
4削
ロ
経
由
の
移
動
路
は
除
り

使
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
3
-
2
4常
w
r
u
B
の
南
地
は
イ
ル
ハ
ン

の
移
動
路
上
の
要
地
で
あ
り
、
屡
々
軍
隊
の
集
結
地
、
ク
リ
ル
タ
イ
の
開
催
地

タ
e

フ
リ
ー
ズ
か
ら
マ
ラ
l
ガ
を
経
て
ハ
マ
ダ
l
y
に
出
る
か
、
或
は
タ
マ
フ
リ
ー
ズ
か
ら

白首ロ目ωロ∞一
印HUH-ορ

ハマ
ダ
l
ン
か
ら
は
切
Z
E
P
OS
H
-
F
ω
F
E
P
同
E
E
合
口
経
由
の
、
所
謂
ホ
ラ
サ
ン
道
に
よ
っ
て
パ

グ
ダ
ー

さ
ら
に
、

タ
a

フ
リ
ー
ズ
|

マ
ラ
1
ガ
1
5
E
は
、
サ
ハ

ン
ド
山
の
周
園
を
め
ぐ
る

一
種
の
環
紋
線
で
結
ぼ
れ
て
い
た
。
叶
白
rz
N

ー
γ
m
r
日
ロ
呂
田
s
m
Z
l
ω
巾
関
己
ロ
ゲ
包

J

へ
口
N同
$
旦
l
同
g
Z
H
E
l
C
』
印
ロ
、
叶
同
σ
H
H
N
は
、
イ
ル
ハ

ン
が
頻
繁
に
利
用
し
た
路
線
で
あ
る
。

と
な

っ
た
。
パ

グ
、
タ
l
ド
へ

は
、

を
経
て
ハ
マ
ダ
1

ン
に
出
、

ド
に
達
し
た
。

577 

E

R
X
Z
か
ら
南
に
ω
-
z
r
r
o
v
へ
、

東
南
に

ω
ロ
m
y
D
H
-
E
へ
の
道
も
あ
っ
た
。

ω
ロ
m
Y
D
H
-
Z
か
ら
は

出
巳
帥
ロ
・
冨
r
z
w
ω
丘
帥
凹
を
経
て
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。
ロ
ロ
一A
D
H
D
F
ロ
ぬ
(
日

ω巳
窃
巳
可
苫
〉
に
至
る
移
動
路
が
あ
っ

た
。

オ
ル
ジ

ェ
イ
ト
H

ハ
ン
が

ω
z
-
3
E
3
S一
を
園
都
と
し
、

こ
こ
を
六
大
王
道

の
起
黙
と
し
た
後
も
、
イ
ル
ハ

ン
の
移
動
路
そ
の
も
の
に
は
殆
ん
ど
饗
更
が
な
か

っ
た
。

イ
ル
ハ

ン
の
多
・

夏
営
地
と
そ
の

移
動
路
の
要
園
は

前
頁
に
示
し
た
遁
り
で
あ
る
。

内
戦
や
圏
外
へ
の
作
戦
そ
の
他
特
別
の
場
合
を
除
い
て
、
イ

ル
ハ
ン

の
行
動
範
園
は、

こ
の
要
固
か
ら
剣
る
よ
う
に、

多

・
夏
営
地
と
そ
の

聞
の
移
動
路
内
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
範
圏
内
に
イ
ル
ハ

ン
の
生
活
が
あ
っ

た
。
園
事
も
宮
廷
の
事
も
す
べ
て
多

・
夏
営
地
乃
至
は
移
動
路

上
に
於
い
て
執
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
朕
況
に
就
い
て
次
に
述
べ
て
み
よ
う。

先
ず
、

ア
バ
ガ
以
降
歴
代
イ
ル
ハ

ン
の
即
位
式
の
酎
挙
行
さ
れ
た
場
慮
を
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
(民

F
2
y
b
g
ミ
S
ち
と・

次
官
モ
ミ
マ
町
礼
町
、
r
E
g
w
ω
N
N
l
ω
民

参
照
)
。

ア
パ
ガ
u
ハ
ン

ロ
ゲ
白

m
r山
口
・

Z
山
口
円

(第

一
次
|
一
二
六
五
年
六
月
十
九
日
)

97ー

]
担
問
山
}
戸
山
田
門
口

(
第
二
次
|
一
一
一
七

O
年
十

一
月
二
十
六
日
〉

ア
フ
マ
ド
n
ハ
ン

〉

F
g
m
r

こ

二
八
二
年
六
月
二
十
一

日〉

ア
ル
グ

ン
H

ハ
ン

JE同工
ω昇
呂

(
第
一
次
|
一
二
八
四
年
八
月
十

一
日
)

〉
ロ
削
ロ

(第
二
次

一二
八
六
年
四
月
七
日
)

ガ
イ
ハ
ト
H

ハ
ン

〉

w
E即
門

(
第
一
次
l
一
二
九
一

年
七
月
二
十
三
日
)

579 

〉

g
g
m
r

(第
二
次
|
一
二
九
二
年
六
月
二
十
九
日
)
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ハ
イ
ド
ウ
H

ハ
ン

国
出
自
由
缶
ロ

〈
一
二
九
五
年
四
月
)

ガ
ザ
ン
H

ハ
ン

0
2忠
弘
∞
『

(一

二
九
五
年
十
一
月
三
日
)

オ
ル
ジ

ェ
イ
ト
n
ハ
ン

C
Uロ

(一

三
O
四
年
六
月
十
九
日
〉

ア
ブ
|
サ
イ
l
ド
H

ハ
ン

ωロ]押印ロ
-vょ
、同

ご

=二

七
年
四
月
)

ハ
ン
ド
山
南
麓
、

〉
E
g
m
y
c
E
P
ω
c
-
3ロ
ミ
苫

は
夏
営
地
で
あ
る
。

J

円
宮
山
mE
』
地
匿
の
〉
ゲ
'
ω
r
r
に
あ
っ
た
(』吋〉・

5
3。
即
ち
、
こ
の
地
は
マ
ラ
l
ガ
l
d古
口
問
、
サ

E
S
Z門口門田上
源
地
に
あ
り
、
イ
ル
ハ

ン
の
夏
季
通
過
地
で
あ

っ
た
。
ガ
イ
ハ
ト
の
第
一

次
郎
位
地
〉
r
E
2
は
、
〉
E
g
m
r

ヴ
ァ

l
ン
湖
西
北
岸
に
あ
り

(Z
O
ω
5
3、
フ
ラ
グ
が
シ
リ
ヤ
遠
征
の
際
、
〉
z
g
m
r
の
次
に
通
過
し
た
地
貼
で
あ
る
。

ハ
マ
ダ
l
ン
東
南
の

∞
R
早
宮
地
匡
に
あ
り
、
良
好
な
狩
猶
地
と
し
て
知
ら
れ
て

ア
ル
グ
ン
の
第

一
次
即
位
地

同
日
工

- 98-

】白ぬ

Z
5・
〉
『
円

E
・
0
白
szmy
は
多
営
地
、

ω
P
Eロ
(ωDrg
の
遊
牧
地
)
は
、

夏
替
地
の
西
、

ア
バ
ガ
日
ハ
ン
の
第
一
次
郎
位
地

(
U
E
m
Eロ
E
Z仙
骨
は
、

い
て

(
Z
O
ω
-
S
)、
現
在
の
叶

E
E
湖
に
比
定
さ
れ
る
(
何
曲
目
?
の
と
f
g
F
5
3。
イ
ル
ハ
ン
の
即
位
問
題
は

フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
の
政

権
構
造
に
係
り
、
即
位
地
の
選
定
は
即
位
に
至
る
政
情
に
左
右
さ
れ
る
の
で
こ
の
よ
う
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、

原
則
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

多

・
夏
営
地
で
の
即
位
式
が

イ
ル
ハ
ン
の
最
も
重
要
な
園
事
行
痛
は
ク
リ
ル

タ
イ
の
開
催
で
あ
る。

「集
史
」
に
よ

っ
て
開
催
地
と
年
次
の
明
確
な
も
の
を
次
に
例
示
す

る。

ω
〔
ア
ル
グ

γ
H
ハ
ン
は
〕
春
に
〔
〉
ロ
宮
の

ω
R削
z
z
g
Z
3
w
E
を
護

っ
て
〕
夏
営
地
に
向

っ
た
。

ω白
同
叫
〈
と
〉
丘
与
同
】
の
聞
の



小
山
主
ロ
の
地
で
大
ク
リ
ル
タ
イ
が
開
催
さ
れ
た
。
六
八
四
年
同
州
国
守
ゲ
月
十
一
日

(
H
HN∞
ω-HM門

-HM)
〉

H
Z
が
切
曲
∞
r
E仏
に
涯
遣
さ

れ
た
。
そ
の
後

ωロ
mru
ュE
で
夏
目
営
し
た
(』
吋
〉
-NohH1183。

ω
〔
ガ
イ
ハ
ト
H

ハ
ン
は
〕

HN曲
目
立
宮
月
七
日

(
H
巳
E
-
〈
HHH
-
C
に

と

帥
g
m
r
に
到
着
し
た
。
そ
の
地
で
ク
リ
ル
タ
イ
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
月
の
二
十
一
日
木
曜
日
に
ク
リ
ル
タ
イ
が
終
了
し
た

Q
吋
〉
・

8
3
0

ωイ
ス
ラ
ム
の
帝
王
〔
ガ
ザ
ン
日
ハ
ン
〕

は
叶
白
ゲ
円
同
N

か
ら

r
s〈
と
〉
正
由
ゲ
ユ
の
間
に
あ
る
切
身
ロ
の
草
地
に
向
っ
て
出
設
し
た
。

ω
z
d山
口
月
十
七
日

水
曜
日
(
H
巴
8
・
〈同
-
M
O
)

に
そ
の
遊
牧
地
で
ク
リ
ル
タ
イ
が
始
め
ら
れ
た
。
十
九
日
ク
リ
ル
タ
イ
は
移
っ
た

Q
叶
〉
・
ω。∞
〉。

ω
〔
ガ
ザ
ン
H

ハ
ン
の
〕
王
族
は

〔ω
zmFP
ュZ
-
O
R
Eロ・
ω
Z
S
を
経
て

ω
g
d
E
月
二
十
五
日

(U
ロ3
・〈

HHH・
N∞
)
C
Wロ
に
駐

ま
っ
た
。
王
子
穴
宮
与

g含
(
リ
オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
)
が
ホ
ラ
サ
ン
方
面
よ
り
到
着
し
た
。

兄
弟
は
再
曾
を
互
に
欣
び
合
っ
た
。

ク
リ
ル
タ

- 99-

イ
と
宴
禽
(
目
。
巴

が
開
催
さ
れ
た
。
ク
リ
ル
タ
イ
が
終
了
す
る
と
、

ω-gn
Zロ
月
二
十
八
日

HAE-
が
慮
刑
さ
れ
た

Q
叶〉・

ω臼
)
。

伺
〔
ガ
ザ
ン
日
ハ
ン
は
冨
2
Z
E
の
天
文
蓋
か
ら
移
動

(
E
nご
し
た
。

d
Eロ
方
面
に
来
た
。

ω
E
d『
唱
包
月
二
十
九
日
火
曜
日

(
H
5
00・

〈口・

5
)
ク
リ
ル
タ
イ
が
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
終
了
後
、
六
九
九
年

OEu--司
C
B
月
三
日
火
曜
日

(H
5
0
0・〈
HHH・
3
王
子

〉
ご
ロ

が

C
冨
ロ
で
亡
く
な
っ
た

Q
叶
〉
・
8
3。

ωそ
の
後
〔
ガ
ザ
ン
H

ハ
ン
の
〕
王
旗
は
イ
ス

ラ
ム
の
町
白
首
ロ
に
到
着
し
た
。

り
Ew--OmwJ凶
同
月
十
二
日

(
U
5
8・〈
H-N∞
〉
に
あ
た
る

〔
中
略
〕
結
局
ロ

Z
J・閣と
3
月
期
日
裁
判
は
終
了
し
た
。

ハ
イ
バ
ク
H

タ
ル
ハ
ン
の
子
ア
グ
タ
イ
H

タ
ル
ハ
ン
と
マ
ン
グ
l
ト
部
の
ト
ガ
ン
H

テ
ィ

ム
l
ル
と
が
慮
刑
さ
れ
た
。
大
法
令
に
従
っ
て
全

件
が
慮
理
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ロ
Eu--司
王
曲
月
二
日
木
曜
日

(
U
5
8・
〈
ロ
・

5
〉
ク
リ
ル
タ
イ
の
宴
舎
が
始
ま
り
、

〔
ク
リ
ル
タ
イ
の
二
日
目
に
〕
裁
判
(
百
円
m
r
S
の
審
理
が
開
始
さ
れ
た
。

諸
賂
は

〔罪
を

宥
恕
さ
れ
て
〕
叩
頭
の
柴
審
を
許
さ
れ
た

Q
叶〉・

8
3
0

581 

フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
に
於
け
る
ク
リ
ル
タ
イ
の
全
容
を
未
だ
把
握
し
て
い
な
い
の
で
、

今
は
、
上
越
の
例
示
に
留
め
て
お
く
が
、
開
催
地
と
し
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て

と

3umyuω
主
p
d
wロ
の
三
箇
所
だ
け
は
確
認
さ
れ
よ
う
。
こ
の
う
ち
、

九

w
Sロ
の
草
地
は
、

タ
-
フ
リ
ー
ズ
乃
至

C
Wロ
か
ら
多
替
地

冨
D
m町
田
口
に
至
る
途
上
「
ω白
雪
と
〉
正
田
ゲ
ユ
の
間
」
に
あ
り
、
そ
の
位
置
は
サ
♂
フ
ラ
ン
山
南
賞
、

Z
3E
ロ

bz-乃
至

r
B
2
E
の

上
源
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

ク
リ
ル
タ
イ
も
、
即
位
式
同
様
、
全
王
族
・
全
部
族
長
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
る
建
前
で
あ
っ
た
か
ら
、

開
催
の
時
期
と
場
慮
の
選
定
は
疎

か
に
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

裁
判
(
百
円
m
y口
)
は
、

い
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
ク
リ
ル
タ
イ
で
審
理
さ
れ
た
。

ク
リ
ル
タ
イ
前
後
の
宴
曾
公
♀
〉
に
要
す
る
莫
大
な
鰹
費
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

チ
ン
ギ
ス
H

ハ
ン
の
法
〈
可
倒
的

2
J
Z包
)
を
遵
守
す
る
イ
ル

ハ
ン

の
権
威
の
も
と

に
行
わ
れ
、
王
族

・
部
族
長
に
就

一
例
を
引
い
て
お
く
。

ア
フ
マ
ド
H

ハ
ン
が
ア
ル
グ
ン
涯
を

一
掃
し
よ
う
と
し
て
起

」
し
た
裁
判
に
就
い
て
、

「
集
史
」
に
は

Q
叶
〉
・
ロ
∞
〉、

翌
日
、
申
の
年
公
民
品
〉
の
初
め
の
新
年
宴
曾

(m
E
eヨ
ロ
笠
宮
g
g
rφ
の
早
朝
、
〔
ア
フ
マ

ド
日
ハ
ン
の
命
令
で
王
子
〕

0
0
2口
SF
の

命
運
が
絶
た
れ
た
。
〉
円同
削
ロ
の

O
目

s
g
my
に
於
い
て
で
あ
る
。
オ
ル
ド
を
}
内
口
円
山
口
(
〈

E
HF苫
ロ
〉
隊
形
に
結
び
附
け
、
六
日
間
裁
判

を
績
け
た
。
阿ハロ』口}内・
C
ロ
Z
口宮

と

ω広
告
・
〉
宮
山
口
宮
と
が
庭
刑
さ
れ
た
(】、吋
〉
・
口
∞
)
。
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と
あ
り
、
ア
ル
グ
ン
の
進
攻
を
前
に
し
て
の
ア
フ
マ
ド
側
の
緊
張
し
た
裁
判
が
、
。
釦
円
削
Z
m
y
の
多
営
地
で
行
わ
れ
た
情
景
が
剣
る
。
裁
判
・慮
刑

の
記
事
は
「
集
史
」
の
随
慮
に
あ
り
、
フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
政
権
の
一
面
を
語
る
が
、
そ
の
場
慮
も
、
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
、
多
・夏
営
地
が
多
い
。

さ
ら
に
〈
印
刷
可
を
始
め
重
要
な
財
務
官
僚
は
イ
ル
ハ
ン
に
属
従
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
等
の
任
菟
も
多
・
夏
営
地
で
護
令
さ
れ
る

と
と
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、

ガ
イ
ハ
ト
治
世
末
年
の
紗
(
口

E
G
護
行
の
責
任
者

vr色
白

E
P旦
山
口
叫
に
就
い
て
は
、

六
九

一
年
ロ
古
ヂ
恒
C
V
月
六
日

(
H
巴
お
・
凶
H

・
5
)
〉
同
包
ロ
の
多
営
地
に
於
い
て
王
園
の

3
E
σ
・
岳
品
ロ
職
は

ω包
同
乙
'
UZ

の

上
に
定
め
ら
れ
た

Q
叶
〉
-Nω
∞〉。

と
あ
る
。

や
が
て
ラ
シ

l
ド
H

ウ
ッ
デ
ィ

l
ン
と
争
っ
て
失
脚
す
る
に
至
っ
た
が
、

そ
の
最
期
の
模
様
は
、

次
の
よ
う
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。



帝
王
〔
ガ
ザ
ン
〕

は

帝
王
が

ロ曲目削ロ・
Z
問
者
。
『
に
い
た
時
、

同門ロ回同

〔
関
口
同
〕
河
を
渡
っ
て

宮司・仙

一z
g
の
オ
ル
ド
に
宿
営
し
た
。

O
E
E
m
z
z
r
が
の
ロ
ユ
U
Sロ
か
ら
開
還
し
、
そ
と

の
税
糧
の
件
で

ω白
骨
と
・
0
E
を
追
求
し
た
。

〔
中
略
〕

剛山と白
σ
月
十
七
日
水
曜

日
(
H
巴
匂
∞
-

H

〈・

8
)
〔ガ
ザ
ン
の
〕
命
令
が
出
さ
れ
、
∞
包
阿国
-
-
U
E
と
そ
の
弟
。
£
σ
と

-ug
と
が
逮
捕
さ
れ
た
。
同
州
白
百
σ
月
十

九
日
金
曜
日

ω包
同
色
・
り
日
ロ
の
裁
剣
が
行
わ
れ
た
。
〔
中
略
〕

帝
王
が

O
E
E
m
z
z
r
に

ω白
骨
同

-bz
の
命
運
を
絶
つ
よ
う
命
じ
た

の
で
、
六
九
七
年
刻
印」曲
σ
月
二
十

一
日
日
曜
日
午
前

回
口日
三
回
山
口円山町

に
於
い
て
、

S
E円
ω宮山叫
が
彼
の

一
方
の
手
を
、

H
V
同

r
-
N
W
4
同
ロ

冨
曲
-
F
W

の
Y
ロユ

が
も
う

一
方
の
手
を
捕
え
、
曲
目
円
円

O
E
E
m
z
g
y
が
そ
の
腰
を
員
二
つ
に
切
っ
た

Q
叶〉・

ω民
l
ω
ω
δ
。

そ
の
他
、
外
園
使
臣
の
謁
見
、
使
節
の
振
遣
、
園
書
に
劃
す
る
署
名
な
ど
外
交
に
関
す
る
事
柄
に
就
い
て
も
、

多

・
夏
営
地
で
行
わ
れ
る
の

が
遁
常
で
あ
っ
た
。
封
外
作
戦
の
基
地
に
就
い
て
は
な
お
未
詳
と
言
う
他
な
い
が
、

し
た
と
考
え
て
よ
い
。
閲
兵
に
就
い
て
は
、

ガ
ザ
ン
H

ハ
ン
の
シ
リ
ヤ
作
戦
の
際
は
、

C
」帥ロ

か
ら
準
装

〔
ガ
イ
ハ
ト
H

ハ
ン
は
〕

】
己
目
包
回
同
月
二
日
(
H
巴
宮
・
回目円・
ω
H
)

阿ハロ同

河
畔
に
大
き
な
町
を
建
設
し
、
そ
れ
を

O
E
E
m
y
a切削
-
Z
と

-101-

名
付
け
た
。
多
営
地
か
ら
蹄
還
し
て
、
百
円
印
ロ4
帥
叫
に
於
い
て
閲
兵
(〆『

NE--srEH)
し
た
(
』
吋
〉

-
N
ω
S。

と
あ
り
、
冨

D
m
Eロ
州
の

H
J
-
m
ミ
旧
同

が
閲
兵
場
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
剣
る
。

次
に
多

・
夏
営
地
乃
至
そ
の
聞
の
移
動
路
と、

イ
ル
ハ
ン
の
財
庫
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
集
史
」

に
よ
れ
ば

Q
吋
〉
・
8
・
S
O〉、

フ
ラ
グ
H

ハ
ン

は
切
昌
一
}
戸
内
目
立
ー
か
ら
持
っ

て
き
た
あ
ら
ゆ
る
財
賓
を
、
切
削
}MEa-mミ
一
の
曲
目
日
同

Z
S
可
白
「
り
E
h〉
-仰
と
・
口
同
ロ
の
手
で

ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
γ
に
迭
ら
せ
た
。
冨
己
与
広
田
の
諸
城
、岡山口
H
P
O
Z
H
F
〉
H
H
E
F
T
F
関
口
丘
か
ら
の
財
賓
を
同
様
に
〔
迭
ら
せ
た
〕
。

冨
色
野
呂
旦
仏
丘

-gロ
叶
与
Z
N
に
命
じ
て、

C
ロ回目・
ω白
-
B削
聞
の
湖
の
山
芹
に
あ
る

吋
巳
同
と
呼
ば
れ
る
山
の
上
に
、
高
い
建
造
物
を
極

め
て
堅
固
に
作
ら
せ
た
。
そ
の
全
財
賓
を
舘
解
し
て
、

z
r岳
と
し
、
そ
こ
に
貯
え
さ
せ
た
。

583 

と
あ
る
。
こ
の
叶
同
F
は

ω
z
r口
・
吋
色
白
と
も
呼
ば
れ、

現
在
ウ
ル

ミ
ヤ
湖
東
岸
の

ω冨
古

島
に
残
っ
て
い
る

山
城
祉
に
比
定
さ
れ
る

(
U
-
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戸
当
ニ
ゲ
市
町
曹
同

d
M
H

司
弘
之
さ
均
三
足
立
。
¥
』1
h
E
ミ
N
H
h

や
お
お
勺
司
君

、
~
き
さ
丘
、
町
ミ
ミ
w

呂
田
u
Z
0・
5
〉
。
私
達
も
こ
の
山
城
祉
を
調
査
し
た

が
、
遺
構
が
少
く
、

山
城
と
し
て
の
機
能
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
に
至
ら
な
か

っ
た
。

は
フ
ラ
グ
か
ら
ア
バ
ガ
に
俸
え
ら
れ
た
が
、
ア
フ
マ
ド
に
よ
っ
て
壷
く
費
消
さ
れ
て
し
ま

っ
た

Q
叶
〉
・
ロ

3
。
な
お

ω
E
Y
D斗
巳
白

は
フ
ラ

こ
の

ω
E
E
-叶
白
}
白
の
財
賓

グ

ア
バ
ガ
父
子
の
埋
葬
地
で
あ
っ
た

Q
吋〉・

5
3
0
ω
7
ω
吉
田
吋
三
回
は
タ
。フ
リ
ー
ズ
|
マ
ラ
l
ガ
道
の
中
間
に
あ
り、

財
賓
貯
蔵
所
と
し

て
好
適
地
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
「
集
史
」
に
よ
れ
ば

Q
吋〉・

5
3、

〔
ア
フ
マ
ド
の
即
位
後
〕
三
日
、
王
子
ア
ル
グ
ン
は
と
白
g
m
r
か
ら
蹄
途
に
就
き

巴可山
r
r
ο
r
方
面
に
出
て
、
父
の
財
庫
(
T
E
N出

5
・1

立
去
る

を
自
分
の
も
の
と
し
た
。

と
あ
り
、

ア
パ
ガ
の
財
庫
が
そ
の
多
営
地

ω
FE
E
D
Y
に
あ
っ
た
こ
と
が
剣
る
。

ア
ル
グ
ン
u
ハ
ン
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
財
買
を

ωロ
m
E
ュZ
に
集
め
た
が
、
或
は
盗
掠
さ
れ
、
或
は
空
費
さ
れ
た

(
]
叶
〉

-sc。

ア
ル
グ
ン
自
身
の
財
庫
に
就
い
て
は
、

-102一

と
あ
る
。
即
ち
、
彼
の
財
庫
は

ω巳
m
r
ロュ
Z
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多

・
夏
営
地
の
財
政
的
側
面
は
な
お
考
察
を
深
め
な
く
て

は
な
る
ま
い
。

以
上
に
多

・
夏
営
地
(
乃
至
は
移
動
路
)
に
於
け
る
即
位
式
、

ク
リ
ル
タ
イ
、
裁
判
、
官
吏
任
命
、
使
節
謁
見
、

閲
兵
、
財
庫
等
の
所
謂
園
事

(
缶
品
仰
と
に
閲
す
る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
、
次
に
は
オ
ル
ド
関
係
の
こ
と
を
調
べ
て
み
よ
う
。

オ
ル
ド

(
D
E
D
)
制
は
モ
ン
ゴ
ル
特
有
の
も
の
で

フ
ラ
グ
M

ウ
ル
ス

の
オ

ル
ド
も
四
つ
あ
り
、

四
人
の
皇
后

(TE
Zる

が
失
々
そ
の
主

で
あ
っ
た
。
后
妃
は
イ
ル
ハ
ン
の
季
節
移
動
に
従
い
、
多

・
夏
菅
地
の
聞
を
往
復
し
た
の
で
、
オ
ル
ド
(
幕
営
)
は
イ
ル
ハ
ン
の
い
る
多

・
夏
営

地
或
は
移
動
路
上
の
滞
留
地
に
設
け
ら
れ
た
。
た
だ
、
移
動
中
に
ハ
ン
が
オ
ル
ド
を
離
れ
る
と
、
留
守
の
后
妃
達
は
一
種
の
兵
姑
部

(白
m
y

円。。)

を
形
成
し
た
。
多

・
夏
営
地
で
は
、
狩
撤
等
に
出
か
け
る
時
以
外
は
オ
ル
ド
で
生
活
し
た
。
王
族
の
出
産、

養
育
、
死
亡、

哀
悼
も
オ
ル
ド
内

で
行
わ
れ
た
。
酒
宴
(
古
己
や
モ
ン
ゴ
ル
固
有
の
儀
式
も
こ
と
で
催
さ
れ
た
。
オ
ル
ド
に
は
名
族
の
子
弟
の
家
僕
(
同
〈・ロ∞

rzる
が
お
り
、



親
衛
隊

(Em古
ご
が
こ
れ
を
警
固
し
、
斡
脆
商
人
(
口
H
S
A
〉
が
出
入
し
た
。
し
か
も
オ
ル
ド
は
夫
々
固
有
の
財
産
を
持
ち
、
そ
れ
が
歴
代
継

承
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
オ
ル
ド
が
多
・
夏
営
地
聞
を
移
動
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
偉
観
で
あ
っ
て
、同
σロ
∞
三
百
円
曲
の
絞
遁
す
る
通
り
で

酒
(
田
宮
品
σ)
の
調
達
、

あ
っ
た
だ
ろ
う
(
前
嶋
信
次
謬
「
一
一
一
大
陸
周
遊
記
L

一
O
七
|
一

O
八
頁
)。
オ
ル
ド
用
の
食

糧

食
各)、

オ
ル
ド
へ
の
贈

物

e
z
r
w
S
F
)
は、

イ
ル
ハ
ン
の
思
賜
(
凹
O
百
円
m
E
B
g
r
O
と
と
も
に
、

多

・
夏
営
地
に
於
け
る
経
済
活
動
を
刺
戟
し
、

こ
れ
が
イ
ル
ハ

ン
に
よ
る
新
都
市
建
設
の
一
因
で
あ
っ
た
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、

オ
ル
ド
経
費
の
増
大
と
移
動
時
の
糧
食
調
達
は
、

フ
ラ
グ
H

ウ
ル

ス
の
財
政
を
脅
し
た
。

こ
の
よ
う
に
イ
ル
ハ
ン
の
園
事
、

宮
廷
事
の

一
切
が
、

首
然
の
こ
と
な
が
ら
多
・

夏
営
地
の
問
題
に
密
接
に

関
連
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

多
・
夏
替
地
乃
至
は
移
動
路
沿
い
に
何
等
か
の
恒
久
的
な
施
設
が
整
備
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。

こ
と
で
は
宮
殿

(g
S
5
と
禁
地

(包
円
高
ご

と
を
取
り
奉
げ
て
お
く
。

「集
史
」
に
よ
れ
ば

Q
H，
〉
・
日
∞
)、

フ
ラ
グ
H

ハ
ン
、

ア
パ
ガ
H

ハ
ン
、

ア
ル
グ
ン
H

ハ
ン
、

ガ
イ
ハ
ト
H

ハ
ン
は
、

-103ー

〉
Z
g
m
y
u
〉円同国ぞ山
B
w
ωロ
mr口円
E
A
W
ω
ε
r
u
阿内}戸口
W
P

N
間
三
山
口
w

m

山曲同削可
-
F

冨
自
明
白
江
三
回
目
三
〉
門
岡
山
口
に
於
い
て
宮
肢
を
建
て
、
人
が
住
め
る
よ
う
に
し
、
或
は
市
場

(ZN間
同
)
、
町
を
建
設
し

て
繁
築
さ
ぜ
、
或
は
濯
概
水
を
、逼
そ
う
と
墓
ん
だ
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
先
ず
多
営
地
〉
円円
山
口
の

ω
23
ム
一
玄
白

Z
E
U『習
は、

ア
ル
グ
ン
、
ガ
イ
ハ
ト
、

ガ
ザ
ン

が
利
用
し
て
い
る

Q
吋
〉

-
N
2・
Mω

∞
W
8
3。
夏
営
地
〉
Z
g
m
y
の
宮
肢
は
、
「
集
史
」
に
よ
れ
ば、

フ
ラ
グ
H

ハ
ン
が
建
て
た
も
の
で
あ
り

(同叶

kr・
C
O
〉
、
冨

5
円
白
区
間
同
に
よ
れ
ば
ア
ル
グ
ン
日
ハ
ン
が
建
て
た
と
言
う

(ZOω
・
5
C。
ガ
ザ
ン
H

ハ
ン
も
こ
こ
に
宿
営
し
て
い
る

Q
吋
〉
・

ω
主
)
。
な
お
、
多
営
地

ω
-
3
7
E
F
に
は

rsu三
宮
己
S
F
E三
回
が
あ
っ
た
(
』
叶
〉
-
N
H
∞
)
。
こ
れ
ら
の
宮
肢
で
、
現
在
そ
の
遺
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
。

「
集
史
」
に
よ
れ
ば

Q
吋
〉
・
、
ア

8
3、

585 

次
女

γ
5
3
を
襲
っ
た
人
で
あ
る
が
、

こ
の
フ
ラ
グ
H

ハ
ン
の
堵
の
名
を
冠
す
る
宮
肢
が
出
己
宮
・
宮
口
円
削
ロ

さ
ら
に

ω同
門
主
ム
百
目
白
・
0
口
E
m帥
ロ
な
る
宮
殿
が
あ
っ

た。

フ
ラ
グ
u
ハ
ン
の
長
女
切
己
口
m
Eロ
・
〉
門
出
仰
の
夫
で
あ
り
、
彼
女
が
亡
く
な
る
と、

の
遊
牧
地
の
近
く
に
あ

っ
た

』
ロ
ヨ
ゃ
の
D
H
担
問
削
ロ
と
は
、

タ
タ

I
ル
部
の
宮
町
の
子
で
、
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〈い
『
叶
〉
・
ω。
。
)
。

私
は
こ
の

ω国
円白山三

一『Dg
m

同

'O
D
Emuロ
は

ωロ
m
r口
『
一
口
門
出

に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

Z
E
Sロ止

に
よ
れ
ば
、

ω
ロ
m
r
D円
}
2一
に
は
ア
パ
カ
日
ハ
ン
再
建
の
宮
肢
が
あ
っ

た
と

い
う

(Z
Oω
・
宮
)
。
ω
z
m一ゲロ
ユ
DA
は
叶
白
r
ZEF
ω己
-
3
5
帥
ロ
に
比
定
さ
れ
る。

、叶白
rz'Fω
ロ
-
2
5削
ロ

に
は
、
前
に
燭
れ
た
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
期
の
批
大
な
建
造
物
群
が
残
っ

て
い
る
。

ω白円
白
山『
'F
』口
E
P
O
D
g
m山
口
も
そ

の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

禁
地
に
就
い
て
は

「集
史
」
に
よ
れ
ば
、

フ
ラ
グ
H

ハ
ン
が
亡
く
な
る
と

U
F
F
Y若
山
門
冨
ロ

の
向
い
側
に
あ
る

ω
E
Y
口
山
に

〔
フ
ラ
グ
の
〕
大
禁
地

Q
z
z
t
Z
N巳円
∞
〉
を
作

っ
た
。
彼
の
オ
ル
ド
で
哀
悼
し

て、

彼
の
棺
(
包
ロ仏口心
〉
を
そ
の
禁
地
に
葬
っ
た
(
】、吋
〉

-
E
)。

と
あ
る
。
そ
の
子
ア
パ
ガ
H

ハ
ン
が
出
血
ヨ
邑
j

帥
ロ
で
亡
く
な
る
と
、

ア
パ
ガ
H

ハ
ン

の
オ
ル
ド
で
哀
悼
し
て
、
彼
の
棺
を

ω
z
r
u
-叶
色
白

に
運
び
、
大
イ

ル
ハ
ン
の
も
と
に
葬
っ
た

(
]
斗
〉
・

5
60

と
あ
る
。
前
に
も
言
及
し
た
よ
う
に

フ
ラ
グ
H

ハ
ン
の
財
庫
の
あ
っ
た

ω
E
Y
E
-叶
田
宮
は
禁
地
と
さ
れ
、

フ
ラ
グ
、
ア
バ
ガ
の
墓
地
と
さ
れ

-104ー

た

(
】叶
〉・

5
AF)
。

ア
ル
グ
ン
H

ハ
ン
が
多
営
地
〉
口
山
口

の
切
削
m
y
n
E
で
亡
く
な
る
と、

彼
の
オ
ル
ド
で
哀
悼
し
て
、

H
N
白ゲペ

H

月
九
日
月
曜
日
、
彼
の
棺
を

ωロ古
田
に
運
ん
だ

(
】
叶
〉
-
N
N3

。

と
あ
る
。
Z

5窓
口
止

に
よ
れ
ば

(ZOω
-
E
)、

ア
ル
グ
ン
H

ハ
ン
の
墓
は

ωε宮
山
に
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
の
慣
習
に
よ
っ
て
、

見
附
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
山
を
禁
地
(
A
OH
FM
ち
)

と
し
た
。
人
々
が
そ
の
地
域
を
通
過
す
れ
ば
災
い
が
及
ん
だ
。

と
あ
る
。

ωεr
は

ω三
百
E
U
Q同
よ
り
西
方
に
あ
り
、
現
在
で
は
モ
ン
ゴ
ル
期
の
モ
ス
ク
を
残
す
の
み
の
寒
村
で
あ
る
が
、

モ
ン
ゴ

ル
人
が
住
ん
で
い
た
。

嘗
時
は
多
く
の

こ
の
よ
う
に
多

・
夏
営
地
乃
至
は
移
動
路
に
沿
っ
て
、

宮
般
が
建
て
ら
れ
、

禁
地
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

文
化
施
設
と
し
て
は



冨同同同
m
Z
の
天
文
蓋
ハ

g
g
仏
)
、
宗
教
施
設
と
し
て
は
同
ぎ
ヱ
タ
ブ
リ
l
ズ
|
〉

z
g
m
r
の
中
間
〉
の
併
寺

9
E
Z
Eる
に
も
注
意
し
て
お

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

き
て
、
多
替
地

・
夏
経
由
地

(GEM-2'0・
百
三

2
)
は
全
盤
と
し
て
遊
牧
地
守
口
HC

と
呼
ば
れ
る
。
遊
牧
地
の
設
定

・
配
分
は
ハ
ン
の
命
令

に
よ
る
。
フ
ラ
グ
自
身
が
モ

γ
ケ
リ
カ
1

ン
か
ら

「
偉
大
な
神
の
力
に
依
り
敵
園
を
解
放
し
、
汝
の
夏
営
地

・
多
営
地
を
増
加
せ
よ」

Q
叶
〉
-

N
品
)
と
い
う
命
令
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
に
於
け
る
多
・
夏
営
地
の
創
置

・
饗
更
は
、
フ
ラ
グ
u
ウ
ル
ス
の
成
立
事
情
と
そ
の
統
治
世

制
に
係
る
問
題
で
あ
り
、
豊
富
な
水
草
、
良
好
な
狩
猶
場
、
快
遁
な
気
候
等
、

交
通

・
文
化

・
補
給
に
就
い
て
の
配
慮
の
も
と
に
な
さ
れ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
の
自
然
保
件
と
共
に
、
軍
事
・
政
治
・

ハ
ン
の
権
威
を
誇
示
す
る
に
足
る
諸
施
設
も
必
要
と
な
っ
た
。
情
報
牧
集
の
た

め
の
騨
路
守
旧
日
)
の
整
備
は
不
可
依
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
園
防
・
財
政
の
見
地
か
ら
の
考
慮
が
携
わ
れ
た
。

〉
口
問
ロ
多
営
地
は
ジ
ュ
チ
N

ウ

ル
ス
に
劃
す
る
防
衛
上
の
要
地
で
あ
り
、

ド
多
営
地
に
就
い
て
は
、

イ
ル
ハ
ン
が
そ
の
地
で
多
替
で
き
な
い
時
は
、

そ
の
都
度
有
力
な
部
絡
が
振
遣
さ
れ
た
。
パ
グ
ダ
l

フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
の
財
政
が
と
の
イ
ラ
ク
地
方
の
経
済
力
へ
の
依
存
度
を
高
め
、

さ
ら
に
イ
ル
ハ
ン
が
こ
の
地
方
の

-105ー

歴
史
的
な
文
化
遺
産
を
無
視
し
得
な
く
な
り
、
こ
こ
に
多
告
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

イ
ル
ハ
ン
は
イ
ラ
ン
の
地
に
於
い
て
、
先
ず
、
自
己
に
と

っ
て
最
も
重
要
で
旦
つ
最
も
良
好
な
場
虚
を
自
分
の
遊
牧
地
と
し
て
選
定
し
た。

次
に
、
イ
ル
ハ
ン
の
遊
牧
地
と
の
関
連
に
於
い
て
、
后
妃

・
諸
王
に
遊
牧
地
を
配
分
し
、
さ
ら
に
諸
部
族
の
遊
牧
地
を
設
定
し
た
。
イ
ル
ハ
ン
が

諸
王
の
遊
牧
地
を
定
め
た
こ
と
は
、
ア
フ

マ
ド
の

「
ア
ル
グ
ン
H

ハ
ン
は
私
を
寅
子
同
様
に
扱
っ
た
。
各
々
の
息
子
に

一
人
の
部
絡
を
附
け
て
然

る
べ
き
方
面
に
多
営
地
を
定
め
た
」

Q
吋
〉
-
N
C
C
と
い
う
言
葉
、
ガ
ザ
ン
リ
ハ
ン
の
「
王
子
烈
冨
手

g
E
は
多
は
冨
削
N
S
E
Sロ
地
域
に
居

り
、
夏
は
叶
口
印
w

〉
Z
S
E
u
冨

R
4・
ω白
E
r
g
-
∞
包
m
r
z
方
面
に
居
る
よ
う
に
」
(
]
、
円
〉

-E
∞
)
と
い
う
命
令
か
ら
確
め
ら
れ
よ
う
。
ガ
ザ

ン
も
ホ
ラ
サ

γ
太
守
時
代
に
は
、
の

5
m
g
w
〉
可
県
南
河
、
乃
至
は
一
回
2
2・
H
E
に
沿
っ
て
季
節
移
動
し
て
い
た
。

モ
ン
ゴ
ル
の
諸
部
族
の

遊
牧
地
に
就
い
て
は
、
そ
れ
が
何
慮
に
設
定
さ
れ
た
か
は
剣
り
難
い
。
た
だ
ガ
ザ
ン
H

ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
軍
人
に
授
興
し
た

五
買

は
、
彼
等

ク
ル
河
下
流
左
岸
の

ω
E
2
E
W

587 

の
遁
路
や
そ
の
夏
借
地
・
多
営
地
と
な

っ
て
い
る
地
域
に
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
冨

5
gz
b
に
よ
れ
ば
、
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。5Z
E
T
の
南
州
、
サ
ゃ
フ
ラ
ン
山
北
の
盟
各
宮
口
に
は
モ
ン
ゴ
ル
の
多
く
の

Z
3
R
が
あ
り
、
ロ
白
S
4
3仏
(位
置
未
詳
、
r
z
E
山
麓
か
)

に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
多
営
地
が
あ
り
、

ω丘山田
u

J

穴山
m
r白
書
'
阿
川
己
ロ
山
口

(
N
S首
ロ
・
〉
同
仏
国
ゲ
ユ
の
問
、

ω田町

rrzの
南
)
に
は
多
数
モ
ン

ゴ
ル

人
が
住
ん
で
い
る
と
言
う
。
こ
れ
ら
の
地
も
イ
ル
ハ
ン
の
多

・
夏
営
地
の
範
圏
内
に
あ
る
。
即
ち
、

モ
ン
ゴ
ル
諸
部
族
の
遊
牧
地
は

「
レ
、

〆

2
J

ノ

ン
の
多
・
夏
営
地
の
在
る
西
北
イ
ラ
ン
の
要
地
に
重
貼
的
に
配
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

〉
g
g
my
l
〉
円円
削
ロ
|ω
ロ
宮
口
一
ヨ
同
lωFub
F
u
rl
E
削
片山
my
の
線
で
固
ま
れ
る

イ
ル
ハ
ン
の
遊
牧
地
守
口
同丹
)
で
あ
り
、
そ
こ

に
税
糧
(ヨ
包
〉
と
情
報

(
r
z
g同〉
が
集
め
ら
れ
、

財
庫

(F
E
S
E〉
が
設
け
ら

れ
基
幹
の
軍

(nzzr)
が
駐
し
、
そ
こ

か
ら
イ
ル
ハ
ン

の
命
令

(
百
ユ
釘
ゲ
)
が
設
せ
ら
れ
る
地
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。
フ

ラ
グ
川
ウ
ル

ス
の

園
都
(
皆
同
白
ゲ
ヨ
ロ

F
)
も
こ
の
遊
牧
地
の
中
で
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
と
の
多

・
夏
営
地
を
要
と
す
る
遊
牧
地

は
、
フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
の

「腹
裏
の
地
」

(
A
o--c
ロ
己

5
)
と
稿
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
ア
ル
グ
ン
は
任
地
の
ホ
ラ
サ

ン
か
ら
西
準
し
て
、

と
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
バ

グ
ダ
ー
ド
は
別
と
し
て
、

地
域
は
、

こ
の
「
腹
裏
の
地
」
を
手
中
に
牧
め
て
初
め
て、

ア
フ
マ
ド
に
代
り
、

イ
ル
ハ
ン
た
り
得
た
の
で
あ

っ
た。

ガ
ザ
ン
も
バ
イ
ド
ウ
か
ら
和
議
候

-106-

件
の

一
つ
と
し
て
の
「
ω
t
E
Z仏
の
彼
方
、

aHap
阿ハ
E

B印
刷

P
O口
E
P
富
山
N
S
E芯
ロ
は
ガ
ザ

ン
の
も
の
と
し
よ
う
」
(
]
吋
〉
-
N
E)
と

い
う
申
し
出
に
結
局
醸
ぜ
ず
、

rbr
z
以
西
の
「
腹
一
裏
の
地
」
を
力
で
奪
取
し
た
後
、
即
位
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
所
謂
「
腹
裏
の
地
」
を
も
う
一
度
地
形
に
よ

っ
て
眺
め
て
み
る
と、

ア
ラ

ス
河
支
流
の
上
源
に
〉
釘
仲
間
myw
そ
の
下
流
域
に

〉
口
削
P

回
世

mr包
口
河
の
上
源
に

ω
-
E
r
r
o
y
w
そ
の
下
流
域
に

γ
m
E
E
u
ω同
時
三
同
包

の
上
流

O
E
-
-
CN田
口

の
上
源
に

ω己
m
r
Dユ回心

と

ωロ古田
w

ω白内定凶同包

の
支
流

N
S
Wロ
河
の
上
源
に

ω三
百
己
ミ
曲

が
位
置
し
、
こ
の
地
域
内
に
、
ヴ
ァ

l
ン
、
ウ
ル
ミ
ヤ
、
ゴ
ク
チ
ャ
の

三
湖
と

サ
ハ
ン
ド
、

サ
0

フ
ラ
ン
の
南
山
と
が
あ
る
。

そ
し
て
イ

ル
ハ
ン
の
多

・
夏
営
地
聞
の
移
動
路
は
、

ア
ラ
ス
、

ク
ル
、

ω同
町
正
門
口
仏

三
河
と
そ
の

支
流
沿
い
に
遁
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
の
全
版
固
か
ら
眺
め
れ
ば
、
こ
の
「
腹
裏
の
地」

サ
シ
州
は
特
別
匡
と
さ
れ
、

こ
れ
に
劃
し
て
東
北
部
の
ホ
ラ

そ
の
太
守
に
は
衣
代
の
イ
ル
ハ
ン
と
目
さ
れ
る
王
子
が
任
ぜ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
っ

た
。
彼
は
、

は
イ
ラ
ン
の
地
の
西
北
寄
り
に
あ
る
。

前
に
述
べ
た



よ
う
に
、

ホ
ラ
サ
ン
の
地
に
設
定
さ
れ
た
多
・
夏
営
地
の
聞
を
季
節
移
動
し
て
い
た
。

は
、
経
済
の
重
心
が
バ
グ
ダ
ー
ド
方
面
に
移
る
に
つ
れ
て
、
イ
ル
ハ
ン
が
多
替
の
た
め
往
、
返
す
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
ハ
マ
ダ
l
y
lバ
グ
ダ
ー
ド
路
を
含
む
地
域

途
中
に
の
『白
m
r帥
ロ
EZ
帥
ロア

ω己
押
印
ロ
山
富
仏
'
仲
同
国
B
Y
S包
一
等
の
イ
ル
ハ
ン
に
所
縁
の
場
庭
が
生
じ
た
。
フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
の
政
治
地
理
は
、

の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
直
接
入
り
こ
ん
だ
地
域
と
、
南
イ
ラ
ン
の
よ
う
に
多
少
と
も
間
接
統
治
に
委
ね
ら
れ
た
地
域
と
に
匡
分
し
て
考
え
る
べ
き
で

モ
ン
ゴ
ル
人
が
入
り
こ
ん
だ
地
域
の
中
で
は
、
西
北
イ
ラ
ン
の
、
所
謂

「
腹
裏
の
地
」

が
彼
等
に
と
っ
て
最
も
肝
要
な
地
域
と
な
っ

こ
の
よ
う
に
、

支
配
者
と
し
て

あ
ろ
う
。

た
。
フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
の
崩
壊
後
も
、

と
の
地
域
に
は
モ
ン
ゴ
ル
支
配
の
影
響
が
強
く
残
っ
た
。
今
日
の
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
が
ト

ル
コ

人
の

住
地
で
あ
る
の
は
、
そ
の
結
果
の
最
も
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

イ
ラ
ン
史
を
通
観
し
て
み
て
、
支
配
者
集
圏
が
季
節
移
動
を
績
け
、
自
ら
に
固
有
の
遊
牧
生
活
を
維
持
し
て
、

既
存
の
都
市
に
は
迭
に
入
ら

ず
、
定
住
生
活
に
移
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、

モ
ン
ゴ
ル
支
配
時
代
以
前
に
は
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

自
ら
の
多
・
夏
営
地
を
設
定
し
た
と
と
の
意
味
は
、
と
の
地
方
に
於
け
る
耕
地
の
荒
蔵
、

そ
し
て
イ
ル
ハ
ン
が
西
北
イ
ラ
ン
の
地
に

も
、
充
分
に
は
理
解
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
政
治

・
軍
事

・
経
済

・
文
化
の
中
植
が
と
の
「
腹
裏
の
地
」

に
集
中
し
た
事
責
に
注
目
す
べ
き
で
あ
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都
市
の
衰
退
を
招
い
た
と
い
う
面
だ
け
を
強
調
し
て

ろ
う
。
即
ち
、
多

・
夏
営
地
を
置
い
た
西
北
イ
ラ
ン
の
地
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と

っ
て
、

最
早
征
服
地
で
は
な
く
、
彼
等
自
身
の
本
地
た
る
べ

き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
チ
ン
ギ
ス
n
ハ
ン
の
法
(
耳
目
凶
)
遵
守
の
瞳
制
で
あ
り
、
イ
ル
ハ
ン
に
と
っ
て
は
嘗
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し

イ
ラ

γ
人
に
と

っ
て
は
、
全
く
異
質
の
統
治
原
理
の
導
入
で
あ
り
、
誇
る
べ
き
停
統
か
ら
の
断
絶
と
感
ぜ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

勿
論
、
イ
ラ
ン
の
地
に
入
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
に
、

は
、
定
住
へ
の
志
向
が
多
少
と
も
見
ら
れ
た
が
、

定
住
化
へ
の
機
舎
が
な
か

っ
た
詩
で
は
な
い
。

フ
ラ
グ
H

ハ
ン
は
そ
れ
を
採
ら
ず
、

フ
ラ
グ
西
征
前
の
ホ
ラ
サ
ン
穂
督
府
に

直
接
に
は
タ
ン
マ
チ
軍
の
遊
牧
地
を
受
け
糧
ぎ
、
そ
れ

を
披
充
整
備
し
た
。

ガ
ザ
ン
H

ハ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
へ
の
改
宗
も
、

都
市
化
へ
の
方
向
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

彼
は
櫨
奔
以
外
に
は
都
市
内

に
入
ら
ず
、

タ
。
フ
リ
ー
ズ
西
郊
に

O
E
N凶
巳
ヨ
一
同
を
作
り
、

〉
口
問
ロ
の
え
/
営
地
に
交
易
都
市

富
島
f
s
E岳
山
仏
を
建
て
、

た
だ
モ
ン

ゴ
ル
人
の
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
の
係
り
は
、
と
こ
で
も
う

一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。

d
』
山
口
に
宮
殿

・
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庭
園
を
営
む
に
と
ど
ま
っ
た
。

ア
メ
ガ
日

ハ
ン
の
末
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年
か
ら
、
宰
相
シ
ャ
ム
ス
H

ウ
ッ
デ
ィ
l

ン
H

ジ

ュ
ヴ
ア
イ

ニ
!
と
バ
グ
ダ
ー
ド
長
官
ア
タ
l

H

マ
リ
ク
H

ジ
ュ
ヴ
ア
イ

ニ
!
と
に
劃
す
る
告
設
が

起
り
、
ア

ル
グ
ン
H

ハ
ン
の
世
に
こ
の
兄
弟
は
設
落
し
た
。
ア
タ
l
N
マ
リ
ク
は

「
世
界
征
服
者
の
歴
史
」
の
筆
を
折
っ
て
、
バ
グ
ダ
ー
ド
復
興

に
努
力
し
た
人
物
で
あ
る
が
、

そ
の
再
興
し
た
バ
グ
ダ
ー
ド
の
富
が

ア
ル
グ
ン
H

ハ
ン

の
貧
慾
を
か
き
た
て
た
の
で
あ
る
。

イ
ラ
ン
の
傍
統
的
な
政
治
理
念
の
後
退
で
あ
り
、

ホ
ラ
サ
ン
の
名

族
出
身
の
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ

ニ
|
兄
弟
の
波
落
は
、

こ
と
に
素
姓
不
明
の
質
務
官
僚
の
登
場
と
な

っ
た
。
パ
グ
ダ
l
卜
が
イ

ル
ハ
ン
の
多
営
地
と
な
る
の
は
、
ジ
A

ヴ
ァ
イ

ニ
l
兄
弟
が
設
落
し
、

イ
ル
ハ
ン
が
イ
ス

ラ
ム
に
改
宗
し
て
か
ら
後

の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
は
バ
グ
ダ
ー
ド
を
首
都
と
す
る
園
と
は
な
ら
な
か
っ

た。

イ
ラ
ン
の
侍
統
的
な
徴
税
機
構
と
矛
盾
し
、
ジ

ュ
ヴ
ァ
イ

ニ
i
波
落
後
も
、
イ

ル
ハ
ン

と
徴
税
責
任
者
で
あ

る

〈白
N

可

と
の
聞
に
は
錯
雑
し
た
閲
係
が
生
じ
、
多
く
の
悲
劇
が
起

っ
た
。
さ
ら
に
イ
ル
ハ
ン
の
非
定
着
性
は
、
彼
の
権
限
を
代
行
す
る
使
者

イ
ル
ハ

ン
の
不
断
の
移
動
は
、

。-n
y
M)

の
制
度
を
必
要
と
し
た
。

こ
の
使
者
の
越
権
行
魚
が
税
制
素
凱
を

一
一
層
甚
し
く
さ
せ
た
。

ガ
ザ

ン
H

ハ
ン
の
諸
改
革
も
、

モ
ン

ゴ
ル

-108ー

の
遊
牧
健
制
と
イ
ラ
ン
の
徴
税
機
構
と
の
均
衡
を
企
園
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

イ
ル
ハ
ン
の
多
営
地
・

夏
借
地
に
就
い

て
纏
設
し
て
、

西
北
イ
ラ
ン
の
地
が
フ
ラ
グ
H

ウ
ル

ス
の

「
腹
一
衰
の
地
」

で
あ
っ
た
と
い
う
偲
設
に

辿
り
着
い
た
。
ま
た
冬
営
地
・

夏
営
地
の
検
討
を
通
じ
て
、
フ

ラ
グ
H

ウ
ル
ス
に
特
有
の
諸
問
題
に
も
言
及
し
た
。
こ

の
小
論
を
序
説
と
し
て
、

フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス

の
園
制
史
を
調
べ
て
行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
堀
川
徹
氏
の
熱
意
と
友
情
と
に
支
え
ら
れ
て
成
っ
た
。

厚
く
謝
意
を
表
す
る。



profusion of anecdotes strung together to please the reader｡

　　

The Nizam al-Mulk had two aims in writing the work. One was

to edify the unsophisticated Seljuq sultan by means of Islamic, Persian

culture. The other was to defend Islamic ｏｒthodoχｙagainst heresies｡

　　

The author takes three stories from the work and analyzes them.

The protagonists of these stories,the Sassanid　Anushirwan the Just, the

Abbasid caliph Mｕ‘tasim,and Sultan Mahmud of Ghazni are all depicted

as models of ｏrthodoχy. Anushirwan, especially,is deemed not only in

the Siｙａｓａt-ｎａｍａbutthroughout the history of Iran to have been one

of the most outstanding of rulers.

The Winter- and S ummer-Q uar ters of the Il-khans

Miｎｏbｎ Ｈｏiiｄｎ

　　　

The Mongols kept their nomadic life even after their conquest of Iran

and the establishment of Hulagu Ulus there. The Il-khans, sovereigns

of Hulagu Ulus, had their own pasture lands and set up their winter- and

summer-quarters there.　They usually made seasonal migrations between

the headquarters｡

　　　

These winter- and summer-quarters, respectivelyｑiｓJilaｑ and ｙａｙldｑ

in the Persian written sources, were founded in　Azerbaijan, the north-

western province of the Land of Iran. The main winter-quarters were

located in Arran and Mughan on the lower reaches of the Rivers Aras

and Kur, in Jaghatu on the lower reaches of the River JaghaturQd, and

in Baghdad later. The main summer-quarters were located in Alatagh at

the watershed of the Rivers Euphrates and　Aras, in　Siyahkuh on the

upper

　

reaches

　

of

　

the

　

River

　

Jaghaturud, in　Sughurluq ( = Takht-i

Sulaiman) on the River Saruq, and in Sultaniyya at the watershed of the

- ３－



Rivers Zanian and Abhar｡

　　

The Il-khans visited Tabriz and Maragha only on the way to and

from the headquarters. However, they never entered citiesand had no

intention to settledown there. Furthermore, all the important state affairs

and ceremonies of the Il-khans were carried out either at the winter- and

summer･quarters or on their way of seasonal migrations｡

　　

We may now say that Azerbaijan, where both the headquarters of the

Il-khans and the military fiefsof the Mongol tribes were set up, was the

Ｑｏｌ-ｕｎUliis (the Land of the Middle) of Hulagu Ulus. That is why

Azerbaijan became the Land of Turks in due course of time after the

Mongol domination.

Amir Timur Kiiragan―TheTimurid Genealogy and

　　　　　　　　　　　

TimurﾀｓPosition

Etii　Ｍａｎｏ

　　　

An ｅχanimation of the problems of the Timurid genealogy on the

basis of the available sources　from the Mongol period and from the

hands of　Timur's contemporaries　suggests　the　following　conclusions.

First,the genealogy of the Timurid line is probably authentic. However,

what mattered to Timur himself was not this genealogical record but

rather

　

his

　

position―which

　

he

　

won

　

by

　

his

　

abilities―asａ　son-in-law

(,kｕｒａｇａｎ)ofthe khan's family and his status as のnir ｏｒ　ｂｅｇ.

　　　

But for the Timurid princes,descendents of Timur, the situation was

quite di任erent. What they needed was not ａ veritable account of their

・ncestor, who spent　much of　his existence as a　bandit； they　wanted

StOI‘iesfull of splendor and glory dealing with their ancestors. Therefore

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一４－




